
諮
問
期
の
ソ
連
西
北
部
国
境
に
お
け
る
民
族
問
題
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
政
策

ー
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
カ
レ
リ
ア
ー

戦間期のソ連西北部国境における罠族問題とスターーリンの政策（寺山）

寺

山

恭

甫車

門
要
旨
】
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
国
境
を
接
す
る
ソ
連
西
北
部
（
カ
レ
リ
ア
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）
は
、
歴
史
的
に
フ
ィ
ン
系
民
族
が
居
住
す
る
地
域
で
あ
っ

た
。
ロ
シ
ア
革
命
後
、
一
〇
〇
年
以
上
ロ
シ
ア
の
統
治
下
に
あ
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
團
は
独
立
を
果
た
す
が
、
一
九
量
紀
後
半
以
来
広
ま
っ
て
い
た

フ
ィ
ン
系
住
民
統
合
を
主
張
す
る
民
族
主
義
を
背
景
に
、
ロ
シ
ア
の
混
乱
に
乗
じ
た
民
族
統
一
、
領
土
拡
張
の
動
き
が
独
立
直
後
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら

生
じ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
推
進
さ
れ
た
非
ロ
シ
ア
人
居
住
地
域
に
お
け
る
コ
レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ア
（
現
地
化
）
政
策
に
よ
リ
カ
レ
リ
ア
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
の
フ
ィ
ン
系
住
民
は
雷
語
教
育
等
、
文
化
的
な
自
由
を
あ
る
程
度
享
受
し
た
が
、
ソ
連
に
対
す
る
軍
事
的
脅
威
が
強
ま
る
一
九
三
〇
年
代
に
は
次
第
に

コ
レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ア
政
策
は
廃
止
さ
れ
、
フ
ィ
ン
系
住
民
に
対
し
て
は
民
族
主
義
的
偏
向
を
理
由
と
し
た
弾
圧
が
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
国
境

を
跨
い
だ
フ
ィ
ン
系
佐
民
同
士
の
接
触
を
阻
止
す
べ
く
、
国
境
周
辺
の
住
民
は
強
制
移
住
等
、
苛
酷
な
弾
圧
を
被
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
〇
巻
一
号
二
〇
〇
七
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

戦
間
期
の
ソ
連
に
と
っ
て
、
モ
ン
ゴ
ル
や
一
時
期
の
中
国
の
浮
輪
地
区
な
ど
敵
対
的
で
な
い
隣
接
国
・
地
域
は
、
緩
衝
地
帯
と
な
り
安
全
保

障
上
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
た
が
、
ソ
連
全
体
の
国
境
地
帯
を
見
渡
せ
ば
、
こ
の
よ
う
な
地
域
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
り
、
ソ
連
指
導
部
は
ソ
連
体

（ユ47）

舗
を
敵
視
す
る
資
本
主
義
国
か
ら
包
囲
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
冷
戦
時
代
に
も
基
本
的
な
認
識
は
　
即



ロシア・フィンランド国境
（1947年～）　　　　　　　　　　バレンソ海

　●　ペツアモ
　　　（ブインランド領1920～1944年）箆
　
－
「

）
へ
／
」

　　　　　　　　　　ノルウェー！’」㍉、
　　　　　　．〆

／ハ～！

　　＼
　　　＼
　　　　コ　　　　、

　　　　、

　　　　k
スウェーデン、

　　　　　1
　　　　　＼

N

一
．
一
。
ノ

・．　．yK
，r，Ktriltil｝

ZilXiiilX，

／lx

　　x．

　　　　　　　　　　　　コラ半島

ムルマンスク線1921～，管区1927～，州1938～）

　　　　　　　　oヒビノゴルスク（キーロフスク，193
x．

　｝　　　　　カンダラクシャ

ノ

∵ク

フ，ンランド曳／い

バル1・海

ヘルシンキ

ポルカラ

x
，

　N
　．
　x　　’x

　　『　。　　ケミ
　　し．　カレヴァラ
　　で　（ウフタ）

　　　VN．

　　　　～　カレリア
　　　　M．
　　　　　／ix

　　　　　！レボレ郡

　　　　　x　’v．　　　　　　’NN．lt　Ns
　　　　　　　　”N．　．ltn‘1

　　　　　　　　　：　　　SN

　　　　．カレ蝉瞥

勘早

年）

（

アルハンゲリスク

　　　o

ベロモロスク

　　　　　　　アルハンゲリスク州

　　　　　1　　　（1937～）
　　　　　し
　　　ムル威ンスク鉄道
　　　　　　し
〆箭ノ燃毒運河）

　　　　　　、
　　　　　　吃

ずロソーゼロ郡

ペトロザヴオーツク

　　　　　　　’　　　　　　　’　　　　　　’　　へ　　　　ほ
オロ不ツt
　o　，”
　，　’

ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　コ

、幅鞠一 A一一一一一

　　　、
　　　㌦
才ネカ脚
　　　，．

　　，’
　　’

　　　　　　　　　　　　ゴリム）

　　　　　　　　　　　　　ラドが糊　　ロジェイノエ’ポーレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レニングラード州
　　　　　　　　　　　　　　　　　．、　　　　　　（1927年～）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロコ　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ
　　　　　　　　　　　　　　ごy　　・’，　ネヴァノ11　ノ

　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　 　ロ　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　．．’サンクトペテルブルグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココ　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　．．’．・．メ彗トpグラード，レ芦ングラード）
　フィンランド湾　　．クロンシェタット．’，二，一、　／

　　　　　　　　＼　’．’．’．’・・” t　　一’

・ぞリ・　　W∴歯．”トィ・ゲルマ・ラ・ド
　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　コ　　　　ノ
　　　　　　　　　j一一一一、、　　／
　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　’

　　　　　　　　／

エストニア

、

／

148　（148）



戦間期のソ連西北部国境における民族問題とスターリンの政策（寺山）

変
ら
な
い
が
、
大
戦
と
い
う
苦
境
を
契
機
に
、
戦
間
期
の
安
全
保
障
上
の
不
利
な
状
況
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
結
果
、
周
辺
に
親
ソ
政
権
を
樹

立
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
政
学
的
に
は
む
し
ろ
ソ
連
に
と
っ
て
好
ま
し
い
状
況
が
形
成
さ
れ
た
。
本
稿
は
上
述
の
よ
う
に
、
冷
間
期
に
ソ
連
を

「
包
囲
」
し
て
い
た
国
の
一
つ
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
国
境
を
接
す
る
西
北
部
国
境
地
帯
、
す
な
わ
ち
カ
レ
リ
ア
地
方
お
よ
び
レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
州
（
一
九
二
七
年
よ
り
。
そ
れ
ま
で
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
県
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
県
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
県
と
変
遷
）
を
対
象
に
、
同
地
域
の
民
族
間

題
に
焦
点
を
あ
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
同
じ
く
フ
ィ
ン
系
の
エ
ス
ト
ニ
ア
人
が
居
住
す
る
隣
国
エ
ス
ト
ニ
ア
も
関
係
す
る
）
を
念
頭
に
、
ス
タ
ー
リ
ン

指
導
部
が
い
か
な
る
統
治
政
策
を
実
施
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
こ
の
地
域
に
は
フ
ィ
ン
系
民
族
が
国
家
を
ま
た

い
で
居
住
す
る
と
い
う
国
境
地
帯
に
よ
く
み
ら
れ
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
歴
史
も
あ
る
程
度
共
有
す
る
同
系
統
の
民
族
が
隣
接
し
て
居
住
し

て
い
れ
ば
、
ソ
連
体
制
を
脅
か
す
思
想
、
物
資
、
人
間
等
も
ろ
も
ろ
の
否
定
的
要
素
が
ソ
連
内
部
へ
浸
透
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
、
と
強
く
警

戒
し
た
の
が
、
「
包
囲
」
下
の
国
境
地
域
に
向
け
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
眼
差
し
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
緩
衝
地
帯
を
周
囲
に
配
置
で
き
て
い

な
い
戦
問
期
の
国
境
隣
接
地
域
で
こ
れ
ら
の
否
定
的
要
素
の
浸
透
を
防
ぐ
べ
く
、
国
境
か
ら
遠
い
他
の
地
域
に
も
ま
し
て
住
民
の
粛
清
や
強
制

移
住
を
厭
わ
な
い
断
固
た
る
政
策
を
ス
タ
ー
リ
ン
指
導
部
は
と
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
本
稿
が
対
象
と
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
境
地
帯
も
そ

の
例
外
で
は
な
い
。
本
稿
は
長
大
な
ソ
連
国
境
の
わ
ず
か
な
部
分
を
切
り
取
っ
て
分
析
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
「
包
囲
」
下
の
国
境
地
帯
に
対

す
る
ソ
連
指
導
部
の
共
通
し
た
対
策
を
検
証
す
る
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て
の
意
味
も
持
っ
て
い
る
。

　
最
初
に
、
近
年
蓄
積
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
の
地
域
の
歴
史
研
究
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
戦
間
期
の
カ
レ
リ
ア
に
つ
い
て
キ
ー
リ
ン
が
主
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
軍
政
的
な
観
点
か
ら
興
味
深
い
著
作
を
発
表
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
カ
レ
リ
ア
問
題
」
の
歴
史
に
つ
い
て
ウ
ト
キ
ン
が
ま
と
め
て
い
る
が
、

新
し
い
研
究
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
問
期
の
問
題
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
ソ
連
公
式
史
学
を
か
な
り
踏
襲
し
て
い
る
と
の
印
象
を
受

　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
④

け
た
。
カ
レ
リ
ア
に
関
す
る
文
書
集
、
論
文
集
も
出
て
い
る
が
、
特
に
後
者
に
は
参
考
に
な
る
論
考
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ム
サ
ー
エ
フ

は
、
ソ
連
時
代
の
歴
史
学
に
は
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、
初
め
て
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
を
発
表
し
て

　
⑤
お
り
、
本
稿
は
キ
ー
リ
ン
の
著
作
と
並
ん
で
こ
の
著
書
に
多
く
を
依
拠
し
て
い
る
。
革
命
直
後
の
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
タ
ル
ギ
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⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ア
イ
ネ
ン
が
ま
と
め
、
主
と
し
て
今
日
の
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
入
に
対
す
る
弾
圧
に
つ
い
て
は
ギ
リ
デ
ィ
が
告
発
し
て
い
る
。
ソ
・
フ
ィ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

両
国
の
一
九
二
〇
1
三
〇
年
代
に
お
け
る
関
係
に
つ
い
て
、
ル
パ
ー
ソ
フ
が
ロ
シ
ア
外
務
省
の
薪
た
な
史
料
を
駆
使
し
て
考
察
し
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

彼
は
別
の
共
著
で
声
問
期
に
お
け
る
ソ
・
フ
ィ
ン
国
境
を
め
ぐ
る
両
国
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
い
る
。
ソ
・
フ
ィ
ン
関
係
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
論
文
集
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
亡
命
者
の
問
題
に
関
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
家
ネ
ヴ
ァ
ラ
イ
ネ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

著
作
も
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
帝
政
ロ
シ
ア
出
身
の
軍
人
で
革
命
後
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
軍
を
指
揮
し
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
大
統
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
も
就
任
し
た
マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
に
対
す
る
ロ
シ
ア
国
内
に
お
け
る
関
心
も
高
く
、
近
年
多
数
の
著
作
が
ロ
シ
ア
語
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ス

タ
ー
リ
ン
と
フ
ィ
ン
人
と
い
う
本
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
か
ら
ロ
シ
ア
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
ソ
連
と
の
関
係
か
ら
み
た
フ
ィ
ン
ラ
ン

　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ド
史
で
あ
る
。
帝
政
ロ
シ
ア
の
首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
関
係
に
関
す
る
研
究
も
多
い
。
本
稿
で
は
言
及
し
な
い
が
ソ
・
フ
ィ

ン
問
の
戦
争
、
い
わ
ゆ
る
冬
戦
争
に
つ
い
て
も
近
年
多
数
の
著
作
、
史
料
集
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
戦
記
期
の
学
費
〇
年
に
わ
た
る
変
化
に
富
ん
だ
歴
史
に
つ
い
て
、
短
い
文
章
で
ま
と
め
る
こ
と
は
無
謀
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
薪
た
に
史
料
を
発
掘
す
る
と
い
う
よ
り
、
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
出
版
に
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
研
究
を
検
討
す
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

こ
の
地
域
特
有
の
民
族
問
題
と
そ
れ
に
対
す
る
ソ
連
当
局
の
政
策
の
概
要
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。
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①
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§
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噂

　
魁
8
1
這
ヘ
ト
頃
。
弓
。
ω
臣
昌
。
お
聡
警
■
キ
…
リ
ン
は
ロ
シ
ア
の
外
交
、
治
安
関
係

　
の
ア
ル
ヒ
ー
ブ
（
公
文
書
館
）
史
料
ば
か
り
で
な
く
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
軍
や
警

　
察
ア
ル
ヒ
ー
ブ
で
も
調
査
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
カ
レ
リ
ア
の
状
況
に
つ
い
て
把

　
握
し
て
い
た
度
合
い
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
一
九
八
九
年
に
は
フ
ィ
ン
ラ

　
ン
ド
軍
参
謀
本
部
ア
ル
ヒ
ー
ブ
の
諜
報
史
料
も
解
禁
さ
れ
た
と
い
う
。
フ
ィ
ン
ラ

　
ン
ド
警
察
の
基
本
的
な
情
報
源
は
ソ
連
か
ら
出
国
、
逃
亡
し
た
人
々
か
ら
の
聞
き

　
取
り
調
査
で
あ
っ
た
。
彼
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
抜
け
落
ち
て
い
た
も
の
と
し

　
て
特
に
注
目
し
た
の
は
、
一
九
二
〇
1
三
〇
年
代
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
…
ド
軍
管
区
に

　
お
け
る
軍
事
計
画
、
ソ
連
西
北
部
、
特
に
カ
レ
リ
ア
に
お
け
る
軍
事
イ
ン
フ
ラ
の

　
構
築
、
ソ
連
軍
が
立
案
し
た
諸
プ
ラ
ン
に
占
め
る
こ
の
地
域
の
地
位
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フ
ィ
ン
ラ

　
ン
ド
と
の
戦
争
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ラ
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研
究
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に
よ
る
著
作
な
ど
は
こ
れ
ま
で
も
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、

　
本
書
は
ロ
シ
ア
国
内
の
公
文
害
館
の
史
料
を
利
用
し
て
書
か
れ
た
最
初
の
イ
ン
ゲ

　
　
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
史
に
関
す
る
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究
で
あ
る
。
本
書
は
前
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い
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田
刈
ω
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照
の

　
　
こ
と
。
一
九
九
〇
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
、
ソ
関
内
に
暦
住
す
る
フ
ィ
ン
入
に
フ

　
　
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
定
住
権
を
賦
与
す
る
決
定
を
し
た
あ
と
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
帰

　
　
話
し
た
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ン
人
に
つ
い
て
同
じ
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シ
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ﾆ
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い
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＜
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海
沿
岸
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加
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し
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い
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①
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史
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い
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述
し
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ラ
ン
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の
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史
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ウ
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語
か
ら
訳
さ
れ
て
い
る
。
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⑮
主
と
し
て
カ
レ
リ
ア
と
北
部
の
ム
ル
マ
ン
ス
ク
地
方
に
つ
い
て
、
満
州
事
変
と

　
の
関
連
で
検
討
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
に
出
た
こ
の

　
地
域
に
関
す
る
研
究
、
特
に
ベ
ロ
モ
ル
カ
ナ
ル
（
気
海
バ
ル
ト
海
運
河
）
の
建
設

　
と
関
連
し
た
町
頭
収
容
所
の
拡
大
と
囚
人
労
働
、
カ
レ
リ
ア
に
お
け
る
農
業
集
団

　
二
等
に
つ
い
て
は
本
稿
で
紹
介
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
こ
の
拙
稿
も
参
照
し
て

　
い
た
だ
き
た
い
。
拙
稿
「
一
九
二
〇
1
三
〇
年
代
の
カ
レ
リ
ア
、
ム
ル
マ
ン
ス

　
ク
」
噸
西
洋
史
学
論
集
臨
第
三
四
号
（
一
九
九
六
年
）
、
八
四
i
九
八
頁
。
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［
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
境
の
画
定
と
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
の
形
成

　
最
初
に
、
ロ
シ
ア
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
境
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
の
か
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
国
が
勢
力
を
伸
張
さ
せ
る
と
東
西
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
が
争
う
場
と
な
り
、
＝
二
一
一

四
世
紀
に
は
戦
争
が
続
い
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
～
二
九
三
年
に
カ
レ
リ
ア
地
峡
の
ブ
イ
ン
ラ
ン
ド
湾
に
面
し
た
場
所
に
ヴ
ィ
ボ
ル
グ
（
ヴ

ィ
ー
プ
リ
）
を
建
設
し
た
の
に
対
抗
し
、
ロ
シ
ア
は
コ
レ
ラ
（
ケ
ク
ス
ゴ
リ
ム
、
現
在
の
プ
リ
オ
ジ
ョ
ー
ル
ス
ク
）
を
建
設
し
た
。
一
三
二
三
年
両

国
が
オ
レ
ホ
フ
の
和
議
（
パ
ヒ
キ
ナ
サ
ー
リ
条
約
）
を
結
び
、
史
上
初
め
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
三
国
間
の
国
境
が
画
定

さ
れ
（
北
部
の
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
は
国
境
未
画
定
）
カ
レ
リ
ア
地
方
が
二
分
さ
れ
た
結
果
、
東
畑
レ
リ
ア
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
国
境
か
ら
東
側
に
あ
る
部

分
、
ロ
シ
ア
で
は
た
ん
に
「
カ
レ
リ
ア
」
）
は
ロ
シ
ア
領
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
六
世
紀
末
に
も
ロ
シ
ア
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
数
次
に
わ
た

り
戦
争
し
た
が
、
そ
れ
に
続
く
一
七
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ス
ム
二
重
（
動
乱
）
時
代
の
両
国
間
の
戦
争
の
結
果
、
＝
ハ
一
七
年
に
ス

ト
ル
ポ
ヴ
ァ
の
和
議
が
結
ば
れ
、
ロ
シ
ア
は
カ
レ
リ
ア
地
峡
と
ラ
ド
が
湖
北
部
、
ネ
ヴ
ァ
川
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
南
部
地
域
を
失
っ
た
。
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
が
新
た
に
獲
得
し
た
領
土
を
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
と
名
づ
け
た
た
め
、
そ
こ
ヘ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
入
植
さ
せ
た
人
々
は
イ
ン
ゲ

ル
マ
ン
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ン
人
と
呼
ば
れ
る
。
ロ
シ
ア
年
代
記
に
よ
る
と
、
こ
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
南
部
地
域
に
は
九
世
紀
以
来
、
他
の
フ
ィ
ン

系
住
民
（
尊
暮
チ
ュ
チ
、
。
・
。
景
ヴ
ォ
チ
、
蓑
。
醤
イ
ジ
ョ
ラ
等
）
が
居
住
し
、
ス
ラ
ブ
系
住
民
と
接
触
し
た
こ
と
に
よ
り
正
教
化
し
て
い
た
が
、
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治
時
代
に
は
ヴ
イ
ボ
ル
グ
な
ど
か
ら
移
住
が
増
え
、
ル
タ
ー
派
教
会
の
数
も
増
え
た
。
さ
ら
に
一
七
世
紀
半
ば
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
・
ロ
シ
ア
戦
争
（
～
六
五
六
1
～
六
五
八
年
）
も
フ
ィ
ン
人
の
移
住
と
現
地
住
民
の
ル
タ
ー
派
へ
の
改
宗
を
進
め
た
。
～
七
世
紀
末
の
大
飢

鰹
で
正
教
徒
の
他
所
へ
の
逃
亡
が
加
速
し
た
結
果
、
同
時
期
に
は
四
万
か
ら
四
・
五
万
の
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
住
民
の
う
ち
ル
タ
ー
派
が
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

割
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

　
ロ
シ
ア
が
喪
失
し
た
土
地
の
国
防
上
、
貿
易
上
の
戦
略
的
重
要
性
を
認
識
し
た
ピ
ョ
ー
ト
ル
は
対
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
争
に
勝
利
し
、
奪
取
し

た
ネ
ヴ
ァ
川
河
口
で
一
七
〇
三
年
よ
り
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
建
設
に
着
手
し
た
。
さ
ら
に
北
上
し
た
ロ
シ
ア
軍
に
よ
り
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

各
都
市
は
陥
落
し
、
一
七
一
四
年
か
ら
二
一
年
冬
か
け
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
　
時
的
に
ロ
シ
ア
の
支
配
下
に
入
っ
た
が
、
一
七
二
一
年
の
ニ
ス

タ
ド
条
約
に
よ
り
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
返
還
さ
れ
る
一
方
、
ヴ
イ
ボ
ル
グ
、
ケ
ク
ス
ゴ
リ
ム
を
含
む
カ
レ
リ
ア
地
峡
と
ラ
ド
が

湖
北
部
の
カ
レ
リ
ア
は
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
た
（
エ
ス
ト
ニ
ア
、
リ
ヴ
ォ
ニ
ア
も
ロ
シ
ア
領
に
編
入
）
。
こ
の
間
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
は
一
七
〇
八
年
、
イ

ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
県
（
一
七
一
〇
年
よ
り
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
県
、
以
後
「
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
」
と
い
う
名
称
は
公
式
に
は
使
わ
れ
な
く
な
る
。
～
九
世

紀
半
ば
よ
り
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
県
は
八
郡
よ
り
構
成
、
う
ち
五
郡
が
歴
史
的
に
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
の
土
地
と
み
な
さ
れ
る
。
本
論
で
以
下
に
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン

ラ
ン
ド
と
言
及
す
る
と
き
、
こ
の
故
地
を
意
味
す
る
）
の
中
心
と
な
り
、
一
七
＝
一
年
に
は
ロ
シ
ア
の
首
都
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
領
に
取
り
戻
し
た

ピ
ョ
ー
ト
ル
は
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ロ
シ
ア
化
を
、
時
に
は
強
制
的
な
移
住
策
に
よ
り
実
行
し
た
。

　
一
七
四
一
年
の
戦
争
で
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
勝
利
し
た
ロ
シ
ア
は
、
再
度
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
占
領
す
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
支
配
下
で
伝

統
的
に
ル
タ
ー
派
を
信
仰
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
統
治
に
固
執
せ
ず
、
一
七
四
三
年
の
オ
ー
ボ
条
約
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
返
還
す
る
。
た
だ
し
そ

の
東
南
部
だ
け
を
ヴ
ィ
ボ
ル
グ
県
と
し
て
自
国
領
に
編
入
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
時
代
の
一
八
○
八
年
に
ロ
シ
ア
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
進
駐

し
、
翌
一
八
〇
九
年
の
フ
レ
ド
リ
ク
ス
ハ
ム
の
条
約
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
割
譲
さ
れ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
自
ら

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
と
な
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
の
支
配
を
始
め
る
が
一
八
一
二
年
に
ロ
シ
ア
は
、
ヴ
イ
ボ
ル
グ
県
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

公
国
に
編
入
し
て
い
る
。
こ
の
状
態
で
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
カ
レ
リ
ア
地
峡
の
大
部
分
を
含
み
、
ロ
シ
ア
の
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首
都
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
（
一
九
一
四
1
）
に
近
接
し
た
ヴ
イ
ボ
ル
グ
県
が
ブ
イ
ン
ラ
ン
ド
領
内
に
入
っ
た
ま
ま
独
立
し
た
こ
と
が
、
ロ
シ
ア
に

と
っ
て
安
全
保
障
上
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

　
一
八
世
紀
前
半
に
優
勢
だ
っ
た
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
フ
ィ
ン
人
の
割
合
は
、
一
八
世
紀
末
に
ロ
シ
ア
人
と
同
等
に
な
り
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

世
紀
半
ば
に
は
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
フ
ィ
ン
人
自
体
の
人
口
増
も
著
し
く
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
県
に
は
一
八
四
八
年
段
階
で
七
九
、

六
九
三
人
、
一
八
九
七
年
の
国
勢
調
査
で
は
；
δ
、
四
一
三
人
が
居
住
し
て
い
た
。
一
方
イ
ジ
ョ
ラ
人
の
人
口
変
動
は
少
な
く
～
九
世
紀
半

ば
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て
一
万
数
回
入
に
と
ど
ま
り
、
ヴ
ォ
チ
人
は
イ
ジ
ョ
ラ
人
へ
の
同
化
が
進
ん
だ
た
め
二
〇
世
紀
始
め
に
～
、
○

○
○
人
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
県
は
フ
ィ
ン
系
の
エ
ス
ト
ニ
ア
と
接
す
る
が
、
そ
の
人
口
は
～
七
六
三
年
の
約
四
、
五
〇
〇
人

か
ら
囲
八
九
七
年
の
六
四
、
＝
六
日
へ
と
急
増
し
て
お
り
、
一
九
世
紀
末
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
県
の
人
口
二
＝
万
の
う
ち
、
エ
ス
ト
ニ
ア
人

を
含
む
フ
ィ
ン
系
人
並
は
二
｝
万
人
、
約
一
〇
％
を
占
め
て
い
た
。
フ
ィ
ン
系
住
畏
の
多
く
は
農
民
で
、
一
九
世
紀
末
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
に

住
む
二
～
、
六
五
六
人
の
フ
ィ
ン
人
の
う
ち
一
七
、
六
〇
五
人
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
民
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ン
人
は

カ
レ
リ
ア
地
峡
南
部
地
域
に
集
中
し
、
同
地
域
の
二
郡
で
約
四
万
人
を
数
え
、
主
と
し
て
牧
畜
、
野
菜
栽
培
、
馬
車
輸
送
、
御
者
、
漁
業
な
ど

　
　
　
　
　
　
④

に
従
事
し
て
い
た
。

　
ニ
ス
タ
ド
条
約
後
も
ル
タ
ー
派
教
会
の
活
動
が
許
さ
れ
て
い
た
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
多
数
の
牧
師
が
派
遣
さ

れ
（
一
八
一
〇
1
六
五
年
忌
問
に
活
動
し
た
九
五
人
の
牧
師
の
う
ち
約
八
○
人
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
出
身
者
）
、
民
族
学
校
の
数
は
初
め
て
の
初
等
学
校
が

一
七
八
二
年
に
設
立
さ
れ
た
後
、
一
九
＝
年
に
一
＝
…
九
、
一
九
一
八
年
に
三
一
四
へ
と
増
加
し
た
。
裕
福
な
家
庭
は
ヴ
ィ
ボ
ル
グ
の
リ
ツ
ェ

イ
（
貴
族
学
校
）
や
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
へ
子
弟
を
入
学
さ
せ
た
。
一
八
七
〇
年
代
よ
り
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
は
様
々
な
フ
ィ
ン
語
新
聞
が
発
刊
さ

れ
る
一
方
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
フ
ィ
ン
人
に
よ
る
諸
団
体
も
結
成
さ
れ
、
第
一
次
大
戦
前
夜
に
は
約
三
〇
団
体
を
数
え
た
。
と
こ
ろ
が
一
九

世
紀
末
か
ら
強
化
さ
れ
始
め
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
内
に
お
け
る
ロ
シ
ア
化
政
策
同
様
、
二
〇
世
紀
初
め
に
は
ロ
シ
ア
本
国
で
も
学
校
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

け
る
言
語
教
育
に
つ
い
て
議
論
が
続
き
、
フ
ィ
ン
語
の
新
聞
発
行
に
も
検
閲
が
適
用
さ
れ
始
め
た
。
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戦間期のソ連西北部国境における民族問題とスターリンの政策（寺山）

　
以
上
の
通
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
移
住
し
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
周
辺
で
主
と
し
て
農
業
に
従
事
し
て
い
た
フ
ィ
ン
人
を
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン

ド
・
フ
ィ
ン
人
と
呼
ぶ
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
国
境
分
割
以
来
、
一
貫
し
て
ロ
シ
ア
側
（
東
カ
レ
リ
ア
）
に
住
み
、
ロ
シ
ア
正
教
を
信
奉
す

る
フ
ィ
ン
語
系
住
民
カ
レ
リ
ア
人
と
は
、
異
な
る
歴
史
的
経
過
を
辿
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
カ
レ
り
ア
語
に
文
字
は
な
く
、
フ
ィ
ン
語
と

の
相
違
は
大
き
い
。

　
国
境
で
分
断
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ン
系
民
族
を
統
合
し
よ
う
と
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
内
の
カ
レ
リ
ア
、
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
併
合
論
、
い

わ
ゆ
る
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
構
想
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
者
リ
ヨ
ン
ロ
ー
ト
が
カ
レ
リ
ア
地
域
で
伝
承
詩
を
収
集
し
、
一
八
三
五
年
に

『
カ
レ
ワ
ラ
』
を
出
版
し
た
こ
と
に
起
源
を
見
出
せ
る
。
以
後
、
こ
の
地
域
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
同
系
統
の
民
族
が
居
住
し
て
い
る
と
の
認
識

が
広
ま
り
、
カ
レ
リ
ア
民
族
が
保
持
す
る
文
化
的
・
精
神
的
豊
か
さ
に
関
す
る
研
究
を
行
う
運
動
「
カ
レ
リ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
が
二
〇
世

紀
初
頭
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
活
発
化
し
た
。
一
九
〇
五
年
の
第
一
次
ロ
シ
ア
革
命
以
降
、
カ
レ
リ
ア
で
も
諸
団
体
が
結
成
さ
れ
た
。
南
北
カ
レ

リ
ア
間
の
交
通
は
不
便
で
交
流
が
少
な
く
、
北
部
に
行
く
ほ
ど
フ
ィ
ン
語
に
近
く
、
方
言
の
差
が
大
き
か
っ
た
。
カ
レ
リ
ア
南
部
で
は
ロ
シ
ア

人
と
接
触
す
る
機
会
が
多
く
、
ロ
シ
ア
正
教
の
影
響
が
強
か
っ
た
が
、
白
海
沿
岸
の
カ
レ
リ
ア
人
の
中
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
商
取
引
に
従

事
す
る
行
商
人
が
多
く
、
一
九
〇
七
年
の
ピ
ー
ク
時
に
そ
の
数
は
約
二
、
○
○
○
人
に
達
し
た
。
す
べ
て
の
学
校
は
一
九
一
七
年
ま
で
ロ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

語
で
教
育
を
受
け
て
い
た
。

①
鍔
要
望
理
解
ミ
否
ω
■
8
鵡
．
Ψ
。
μ
噌
8
”
じ
⇔
．
麟
≧
冤
6
貫
衆
議
・
ω
．
8
4
こ
ρ
ホ
ー
P
い

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
及
び
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
の
関
係

　
に
つ
い
て
、
双
方
の
公
文
書
館
に
あ
る
史
料
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
作
業
も
行
わ

　
れ
て
い
る
。
　
6
塗
ミ
亭
導
ミ
竜
薯
。
。
匿
§
p
。
電
」
§
§
皐
O
ミ
鵠
。
§
H
h
ミ
婁

　
ミ
鴇
N
｛
ミ
♪
ミ
題
ミ
ミ
恥
電
H
窪
Φ
§
9
早
上
こ
や
憩
ミ
避
§
～
斜
O
”
国
困
苧
類
。
遷
で
α
《
℃
㌘

　
P
O
O
い
．
チ
ユ
チ
は
今
日
ヴ
ェ
プ
ス
切
。
昌
。
¢
と
呼
ば
れ
る
民
族
で
、
　
一
九
一
七
年

　
ま
で
の
公
式
の
名
称
で
あ
っ
た
。
こ
の
ヴ
ェ
プ
ス
に
つ
い
て
も
そ
の
著
名
な
研
究

　
者
で
あ
り
な
が
ら
、
ス
タ
…
リ
ン
時
代
に
欝
清
さ
れ
た
マ
カ
リ
エ
フ
O
．
〉
．

　
竃
2
。
盃
で
ぴ
畠
（
一
Q
。
O
い
ム
O
ω
“
）
を
記
念
し
て
一
九
九
五
年
に
開
催
さ
れ
た
コ
ン
フ
ァ

　
レ
ン
ス
で
の
報
告
が
出
版
さ
れ
て
い
る
Q
ヒ
q
§
6
窪
㌧
h
、
o
ミ
曾
§
植
、
曼
嵩
ぴ
§
寺
匙
、
』

　
ヒ
馬
§
ミ
ミ
ミ
8
ミ
結
　
　
説
O
ミ
隷
ミ
ヘ
ミ
9
6
§
き
ミ
　
　
配
亀
｛
記
ぴ
§
　
　
ミ
、
k
◎
O
⑨

　
目
。
↓
も
8
諺
O
碧
お
お
O
P

②
賓
昊
臣
受
盃
ω
．
。
2
ご
。
b
窪
い
み

③
一
七
三
二
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
に
住
む
五
八
、
九
七
九

　
人
の
農
民
の
う
ち
二
二
、
九
八
六
人
が
ル
タ
ー
派
教
徒
、
す
な
わ
ち
フ
ィ
ン
入
、

　
　
四
、
五
一
一
人
分
イ
ジ
ョ
ラ
人
、
五
、
八
八
三
人
が
古
く
か
ら
住
む
ロ
シ
ア
人
、
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一
〇
、
四
五
七
人
が
移
住
し
て
き
た
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
（
竃
夕
霞
。
5
》
《
蓋
ω
■
o
o
畷
こ

　
ρ
N
い
．
）
G

④
ζ
冤
8
⑳
じ
。
受
器
ω
．
8
～
ρ
P
い
一
ω
P
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
外
の
農
村
に
住
む
ブ
イ

　
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
民
は
＝
一
九
六
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

⑤
目
髪
蓉
も
．
ω
い
占
P

⑥
丙
§
謹
呈
否
ω
▼
8
鵡
こ
9
。
。
も
r
三
軒
ω
b
o
編
こ
切
§
誉
肉
8
§
。
鼻
。
．
二
〇
お

　
一
出
■
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
構
想
」
の
中
で
も
、
同
じ
ブ
イ
ン
・
ウ
ゴ
ル
系
語
族
と

　
し
て
ウ
ラ
ル
地
方
に
居
住
す
る
民
族
（
ウ
ド
ム
ル
ト
、
コ
ミ
な
ど
）
ま
で
含
め
よ

　
う
と
す
る
考
え
は
少
数
派
で
あ
っ
た
。
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ニ
　
ロ
シ
ア
帝
国
の
崩
壊
と
一
九
二
〇
年
の
タ
ル
ト
ゥ
講
和
条
約

　
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
後
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
バ
ル
ド
三
国
は
独
立
を
果
た
し
た
。
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
構
想
を
信
奉
す
る
民
族
主

義
者
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
存
在
す
る
～
方
で
、
ロ
シ
ア
国
内
の
フ
ィ
ン
系
住
民
に
も
民
族
自
治
の
拡
大
や
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
或
い
は
エ
ス
ト
ニ

ア
と
の
統
合
を
求
め
る
動
き
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
一
様
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
境
に
ま
た
が
る
地
域
で
運
動
が

展
開
し
た
こ
と
、
特
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
が
固
ま
る
ま
で
の
流
動
的
な
状
況
の
中
で
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
体
制
に
異
を
唱
え
る
白
系
運
動

（
α
③
嗣
O
Φ
　
員
し
d
隅
M
内
O
媛
類
O
）
や
干
渉
国
の
動
向
と
も
絡
ん
で
様
々
な
形
で
現
れ
た
が
、
一
九
二
〇
年
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が

タ
ル
ト
ゥ
講
和
条
約
を
締
結
し
、
革
命
後
の
混
乱
を
収
拾
し
て
、
黒
闇
期
の
国
境
が
画
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ロ
シ
ア
で
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
権
力
を
握
る
と
、
ス
ヴ
イ
ン
ヒ
ュ
ー
ヴ
ド
政
権
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
一
九
一
七
年
一
二
月
に
独
立
を
宣
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
も
そ
れ
を
承
認
し
た
。
し
か
し
そ
の
政
策
に
反
対
す
る
社
会
民
主
党
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
革
命
政
権
を
樹
立
、
内
戦
が
始

ま
っ
た
。
ド
イ
ツ
と
の
ブ
レ
ス
ト
・
リ
ト
フ
ス
ク
講
和
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
撤
兵
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
は
内
戦
に

干
渉
せ
ず
、
敗
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
革
命
政
権
指
導
者
は
一
九
一
八
年
四
月
末
に
ヴ
ィ
ー
プ
リ
（
ヴ
イ
ボ
ル
グ
）
を
脱
出
し
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー

ド
へ
向
か
っ
た
。
彼
ら
は
約
五
、
○
○
○
人
に
上
り
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
県
の
主
と
し
て
ブ
イ
ン
語
の
話
さ
れ
る
農
村
に
住
み
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
行
っ
た
。
一
九
一
八
年
八
月
に
モ
ス
ク
ワ
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
産
党
が
設
立
大
会
を
開
き
、
岡
党
の
フ
ィ
ン
語
に
よ
る
新
聞
、
週
刊
誌
の
発

行
が
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
始
ま
る
と
同
時
に
政
治
宣
伝
部
（
一
九
一
九
年
末
に
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
へ
移
動
）
が
活
動
し
た
。
彼
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か



戦間期のソ連西北部国境における罠族問題とスターリンの政策（寺山）

ら
の
亡
命
共
産
主
義
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

通
称
「
赤
い
フ
ィ
ン
人
」
が
そ
の
後
の
カ
レ
リ
ア
で
指
導
的
地
位
に
つ
く
こ
と
に
な
る
。

（
こ
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
よ
る
カ
レ
リ
ア
餅
合
の
試
み

　
独
立
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
は
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
構
想
を
も
と
に
カ
レ
リ
ア
へ
部
隊
を
送
り
、
領
土
の
併
合
を
試
み
た
。
最
初
の
行
動
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
内
戦
の
最
中
、
「
赤
い
フ
ィ
ン
人
」
が
カ
レ
リ
ア
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
軍
を
背
後
か
ら
攻
撃
し
て
い
る
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
。

同
時
に
彼
ら
「
赤
い
フ
ィ
ン
人
」
が
レ
ー
ニ
ン
と
交
渉
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
革
命
成
就
の
際
に
は
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
要
塞
を
脅
か
す
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
要
塞
イ
ノ
と
交
換
に
、
バ
レ
ン
ツ
海
へ
の
出
ロ
ペ
ツ
ァ
モ
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
引
き
渡
す
こ
と
、
さ
ら
に
東
琴
レ
リ
ア
で
譲
歩
す

る
こ
と
を
約
束
し
た
こ
と
も
影
響
し
た
。
一
九
一
八
年
三
月
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
東
カ
レ
リ
ア
併
合
の
た
め
に
部
隊
を
送
り
四
月
に
ケ
ミ
を
占

領
し
た
。
ウ
フ
タ
（
今
日
の
カ
レ
ヴ
ァ
ラ
）
に
同
年
秋
ま
で
と
ど
ま
っ
た
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
軍
の
占
領
に
反
対
す
る
カ
レ
リ
ア
住
民
か
ら
な
る
「
カ
レ
リ

ア
軍
」
に
攻
撃
さ
れ
て
撤
退
）
マ
リ
ム
の
報
告
に
は
、
住
民
の
冷
淡
な
反
応
が
記
さ
れ
て
い
た
。
住
民
に
と
っ
て
は
赤
白
の
問
題
よ
り
も
誰
が
食

料
を
供
給
し
て
く
れ
る
の
か
が
重
要
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ダ
ラ
ク
シ
ャ
方
面
に
向
か
っ
た
部
隊
は
「
赤
い
フ
ィ
ン
人
」
の
部
隊
に
撃
退
さ
れ
て
退

却
し
た
。

　
こ
の
時
期
の
カ
レ
リ
ア
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
他
に
、
ム
ル
マ
ン
ス
ク
、
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
を
拠
点
に
ド
イ
ツ
軍

と
対
抗
し
て
い
た
英
国
を
中
心
と
す
る
連
合
国
軍
、
一
九
一
八
年
一
～
月
の
革
命
ま
で
存
在
し
た
ド
イ
ツ
軍
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
敵
婿
す
る

ロ
シ
ア
白
衛
軍
と
い
っ
た
諸
勢
力
が
混
在
し
、
利
害
対
立
の
た
め
状
況
は
錯
綜
し
て
い
た
。
連
合
国
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
カ
レ
リ
ア
進
撃
を
そ

れ
と
関
係
の
深
い
ド
イ
ツ
軍
の
攻
撃
と
と
ら
え
、
部
隊
と
軍
需
物
資
の
輸
送
路
で
あ
っ
た
ム
ル
マ
ン
ス
ク
鉄
道
へ
の
攻
撃
を
恐
れ
た
し
、
ド
イ

ツ
も
ブ
レ
ス
ト
講
和
締
結
後
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
よ
る
東
へ
の
領
土
拡
大
を
望
ま
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
少
な
く
と
も
コ
ラ
半
島
か
ら
の
連
合

国
軍
の
撤
退
と
い
う
点
で
利
害
の
一
致
し
た
ド
イ
ツ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
は
、
実
行
に
は
移
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
一

九
一
八
年
八
月
に
連
合
国
軍
に
対
す
る
共
同
行
動
に
合
意
し
た
と
い
っ
た
諸
天
か
ら
も
状
況
の
複
雑
さ
は
う
か
が
え
よ
う
。
ま
た
ロ
シ
ア
の
白
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衛
軍
は
帝
政
時
代
か
ら
の
一
体
的
領
土
保
全
を
重
視
し
て
独
立
・
分
離
に
反
発
し
、
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
で
一
致
し
な
が
ら
カ
レ
リ
ア
、
イ
ン

ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
の
独
立
的
志
向
を
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
カ
レ
リ
ア
領
内
で
は
一
九
一
八
年
八
月
、
レ
ボ
ル
郡
の
住
民
集
会
が
三
〇
年
間
の
兵
役
免
除
、
経
済
的
権
限
の
確
保
な
ど
を
条
件
に
自
発
的

に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
統
合
す
る
こ
と
を
決
議
、
代
表
が
ス
ヴ
ィ
ン
フ
ー
ヴ
ド
と
会
見
し
認
め
ら
れ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
逃
げ
た
カ
レ
リ
ア
人

や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
義
勇
丘
ハ
が
一
九
一
九
年
一
月
に
占
拠
し
た
ポ
ロ
ソ
ー
ゼ
ロ
郡
で
も
、
同
様
に
住
民
代
表
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
併
合
を
宣

言
し
た
が
、
赤
軍
の
圧
力
で
義
勇
兵
は
退
却
し
た
。
特
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
食
料
確
保
に
と
っ
て
魅
力
的
な
農
業
地
帯
で
あ
る
一
瓶
ネ
ツ
地
区

へ
の
進
軍
を
、
一
九
一
九
年
四
月
初
め
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
が
決
定
、
当
初
一
、
○
○
○
人
だ
っ
た
義
勇
兵
は
三
、
○
○
○
人
に
増
え
、
現
地

住
民
一
、
○
○
○
人
も
加
わ
っ
た
。
オ
ロ
ネ
ツ
、
ロ
ジ
ェ
イ
ノ
エ
・
ポ
ー
レ
を
奪
取
す
る
が
、
最
重
要
都
市
ペ
ト
ロ
ザ
ヴ
ォ
ー
ツ
ク
進
撃
を
前

に
、
英
軍
、
そ
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
軍
が
占
拠
し
た
土
地
の
返
還
を
求
め
る
ロ
シ
ア
白
衛
軍
と
の
協
力
が
な
ら
ず
敗
北
、
八
月
ま
で
に
退
却
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
住
民
の
冷
淡
さ
を
原
因
の
　
つ
と
み
る
も
の
も
あ
る
。
唯
一
の
成
果
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
組
織
グ
ル
ー
プ
が
ポ
ロ
ソ
ー
ゼ

ロ
郡
で
自
治
組
織
を
形
成
し
、
一
九
一
九
年
六
月
の
集
会
で
ロ
シ
ア
か
ら
の
独
立
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
併
合
を
決
議
し
た
こ
と
で
あ
る
。
以

後
、
カ
レ
リ
ア
問
題
は
武
力
で
は
な
く
交
渉
に
よ
る
解
決
へ
移
さ
れ
た
。
パ
リ
講
和
会
議
で
一
九
一
九
年
七
月
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
代
表
が
カ
レ

リ
ア
問
題
の
解
決
を
提
起
し
た
。
同
年
一
〇
月
二
日
に
は
連
合
国
軍
が
完
全
に
ム
ル
マ
ン
ス
ク
よ
り
去
っ
た
。
一
方
、
北
部
に
残
っ
た
ロ
シ
ア

白
衛
軍
と
の
電
話
連
絡
と
い
う
名
目
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
北
部
に
部
隊
を
派
遣
し
、
一
九
二
〇
図
心
月
一
〇
日
、
白
衛
軍
の
抵
抗
も
な
く
ペ
ツ

ァ
モ
を
占
領
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
も
軍
事
行
動
を
急
ぎ
、
同
年
二
月
二
〇
日
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
に
進
軍
、
三
月
半
ば
ま

で
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
ム
ル
マ
ン
ス
ク
を
含
む
北
部
ロ
シ
ア
を
完
全
に
統
制
下
に
お
い
た
。

　
そ
の
後
～
九
二
〇
年
六
月
八
日
に
自
治
を
広
く
認
め
る
「
カ
レ
リ
ア
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
」
が
設
立
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
同
年
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

月
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
で
検
討
さ
れ
て
い
た
軍
政
同
盟
を
強
く
懸
念
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
和
解
を
早
く
進
め
た
か
っ
た
こ

と
、
一
九
二
〇
年
四
月
に
レ
ー
ニ
ン
の
招
き
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
ロ
シ
ア
に
来
た
赤
い
フ
ィ
ン
人
の
指
導
者
ギ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
主
張
に
レ
ー
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ニ
ン
が
賛
成
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
が
五
月
末
に
、
六
月
一
〇
日
か
ら
タ
ル
ト
ゥ
で
和
平
交
渉
に
入
る
よ
う
提

案
し
ロ
シ
ア
も
合
意
し
て
い
た
が
、
こ
の
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
も
カ
レ
リ
ア
で
住
民
に
自
治
権
を
与
え
る
よ
う
促
す
声
が
ボ
リ
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
政
権
に
も
存
在
し
た
。
そ
の
主
唱
者
チ
チ
ェ
ー
リ
ン
外
務
人
民
委
員
は
、
カ
レ
リ
ア
住
罠
へ
の
自
決
権
の
賦
与
そ
の
他
を
大
々
的
に
報

道
す
る
こ
と
な
ど
を
政
治
局
に
提
案
し
実
行
に
移
さ
れ
た
。
最
終
的
に
決
め
ら
れ
た
カ
レ
リ
ア
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
領
域
内
で
は
、
カ
レ
リ
ア

人
が
六
〇
％
と
過
半
数
を
占
め
て
い
た
。
　
一
九
二
〇
年
一
〇
月
一
四
日
置
締
結
さ
れ
た
タ
ル
ト
ゥ
講
和
条
約
の
結
果
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
レ
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ル
郡
、
ポ
ロ
ソ
ー
ゼ
ロ
郡
の
併
合
を
あ
き
ら
め
る
か
わ
り
に
、
北
部
の
ペ
ツ
ァ
モ
地
区
を
自
国
領
と
し
て
ロ
シ
ア
に
認
め
さ
せ
た
。
か
く
し
て

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
上
初
め
て
、
念
願
の
大
洋
へ
の
出
口
を
握
る
こ
と
に
な
る
が
、
結
局
そ
れ
は
わ
ず
か
二
〇
数
年
の
歴
史
に
と
ど
ま
っ
た
。

（
二
）
　
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
の
場
合

　
既
に
述
べ
た
通
り
、
一
九
世
紀
末
か
ら
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
知
識
人
の
活
動
は
活
発
化
し
て
い
た
が
、
二
月
革
命
後
の
一
九
一
七
年
四
月

に
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ン
人
は
二
〇
〇
人
の
代
表
か
ら
な
る
大
会
を
初
め
て
開
催
し
た
（
九
月
に
第
二
圓
大
会
）
。
学
校
に
お
け
る
フ

ィ
ン
語
教
育
の
導
入
等
を
訴
え
た
中
央
委
員
会
を
選
出
し
、
チ
ュ
ニ
ン
を
議
長
に
選
出
し
た
が
、
全
体
的
に
は
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
、
ト
ル
ド
ヴ

イ
キ
（
農
民
と
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
知
識
人
の
派
閥
）
へ
の
支
持
が
強
か
っ
た
。
地
方
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
（
自
治
体
）
へ
の
働
き
か
け
が
功
を
奏
し
フ
ィ
ン

語
を
話
す
教
師
の
数
は
増
え
た
（
一
九
＝
年
に
は
二
六
二
人
中
一
三
三
人
だ
け
だ
っ
た
が
、
一
九
㏄
八
年
に
は
二
四
八
人
へ
）
。
次
い
で
一
九
一
八
年

三
月
の
第
三
圓
大
会
で
は
、
先
の
中
央
委
員
会
に
代
え
て
一
〇
人
で
構
成
す
る
「
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
民
族
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
」
を
設
立
し
た
。

と
こ
ろ
が
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
は
そ
の
活
発
な
活
動
を
好
ま
し
く
思
わ
ず
、
あ
る
新
聞
は
一
九
一
八
年
初
め
に
、
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
の

フ
ィ
ン
語
教
師
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
の
転
覆
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
併
合
を
画
策
し
て
い
る
と
の
記
事
を
載
せ
て
活
動

を
牽
心
し
た
。
徐
々
に
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
人
は
自
治
組
織
よ
り
排
除
さ
れ
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
フ
ィ
ン
語
新
聞
は
そ
の
他
の
非
ボ
リ
シ

ェ
ヴ
ィ
キ
系
新
聞
同
様
、
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
。
カ
レ
リ
ア
同
様
、
一
九
一
入
年
春
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
軍
が
カ
レ
リ
ア
地
峡
南
部
を
一
時
的
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に
占
領
し
、
そ
こ
で
反
ソ
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
人
に
対
し
て
行
っ
た
こ
と
と
も
関
係
す
る
。
行
政
的
な
自
治
権
の
拡

大
を
目
指
す
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
人
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
否
定
的
な
態
度
を
と
っ
た
の
は
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
潜
在

的
な
『
第
五
列
』
と
し
て
彼
ら
に
不
信
感
を
抱
き
、
ま
た
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
農
民
に
は
ロ
シ
ア
人
農
民
に
比
べ
貧
農
が
極
め
て
少
な
く
、

富
裕
農
民
が
多
数
を
占
め
て
い
る
た
め
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
人
の
地
方
自
治
組
織
は
『
ク
ラ
ー
ク
（
富
農
）
的
駈
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
」
と
ム
サ
ー
エ
フ
は
述
べ
て
い
る
。
一
九
一
八
年
に
は
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
県
で
農
民
反
乱
が
頻
発
（
ご
丁
一
〇
月
に
四
八
件
を
記

　
　
　
⑥

録
）
し
た
。

　
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
人
の
大
部
分
は
政
治
に
無
関
心
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
、
小
規
模
な
が
ら
政
治
運
動
に
従
事
し
て
い
く
の
は
、
一
九
…

八
年
の
農
民
反
乱
鎮
圧
後
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
エ
ス
ト
ニ
ア
に
亡
命
し
た
北
部
、
西
部
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
の
亡
命
者
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

チ
ュ
ニ
ン
も
一
九
一
九
年
二
月
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
か
ら
の
圧
力
を
避
け
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
逃
げ
た
。
一
九
一
八
年
末
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は

二
〇
〇
一
三
〇
〇
名
の
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
亡
命
者
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
一
九
一
八
年
二
月
、
ヴ
ィ
ボ
ル
グ
に
集
ま
っ
た
彼
ら

が
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
統
合
と
い
う
考
え
を
初
め
て
打
ち
出
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
へ
の
呼
び
か
け
の
中
に
は
イ

ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
北
部
の
み
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
統
合
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
ロ
シ
ア
圏
内
で
の
自
治
を
要
求
す
る
に
と
ど
め
る
と
い
う
案

も
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
一
月
末
に
は
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
統
治
臨
時
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
に
支
持
を
求
め
た
。
武

器
、
資
金
を
獲
得
し
て
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
を
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　
バ
ル
ト
海
か
ら
の
ロ
シ
ア
の
排
除
を
主
張
す
る
な
ど
強
硬
で
あ
っ
た
ス
ヴ
ィ
ン
フ
ー
ヴ
ド
首
相
が
一
九
一
八
年
＝
月
、
ド
イ
ツ
の
敗
戦
と

と
も
に
退
陣
す
る
と
、
新
た
に
摂
政
位
に
つ
い
た
マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
は
ロ
シ
ア
の
反
革
命
勢
力
へ
の
協
力
を
第
一
義
的
に
考
え
、
イ
ン
ゲ
ル
マ

ン
ラ
ン
ド
に
対
し
て
は
よ
り
現
実
的
に
対
応
し
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
を
攻
撃
す
る
と
し
て
も
ロ
シ
ア
の
白
衛
軍
と
連
合
国
の
支
持
が
と
も
に
得

ら
れ
る
場
合
に
限
定
し
た
。
一
九
一
九
年
四
月
に
進
撃
し
た
カ
レ
リ
ア
と
人
口
の
稠
密
な
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
方
面
で
は
状
況
が
異
な
る
の
は
確

か
で
あ
ろ
う
。
マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
は
一
九
年
五
一
六
月
に
白
衛
軍
の
西
北
戦
線
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ユ
デ
ー
ニ
チ
将
軍
と
交
渉
し
、
締
結
し
た
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協
定
の
中
で
、
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
母
語
の
使
用
、
信
教
の
自
由
、
地
方
自
治
の
実
施
な
ど
を
定
め
て
い
た
。
し
か
し
カ
レ
リ

ア
同
様
、
白
衛
軍
に
と
っ
て
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
分
離
を
主
張
す
る
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
人
の
主
張
は
許
容
で
き
ず
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
へ
部

隊
を
組
ん
で
進
撃
を
始
め
た
も
の
の
意
見
の
相
違
か
ら
分
裂
し
、
進
撃
自
体
も
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
阻
ま
れ
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
の
武
力
解

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

放
は
な
ら
な
か
っ
た
。

①
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
史
に
つ
い
て
は
、
百
瀬
宏
『
北
欧
現
代
史
』
山
川
出
版
社
、
一

　
九
八
○
年
を
参
照
し
た
。

②
さ
」
§
ミ
討
竜
査
馬
S
§
§
乙
、
、
ぬ
丸
ミ
℃
劇
℃
登
ζ
。
。
臣
p
P
O
O
9

③
ζ
鴇
器
じ
d
藁
否
ω
．
8
～
ρ
刈
刈
1
。
。
O
．
カ
ン
ガ
ス
プ
ロ
は
、
ロ
シ
ア
へ
亡
命
し
た

　
赤
い
フ
ィ
ン
入
の
数
に
つ
い
て
一
般
的
に
は
ア
プ
ト
ン
が
主
張
す
る
六
、
○
○
○

　
人
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
サ
ア
レ
ル
の
主
張
す
る
約
　
O
、
○
○
○
入

　
と
い
う
数
字
が
よ
り
近
い
と
述
べ
て
い
る
。
ζ
巷
美
《
三
塁
冨
。
遜
唱
ρ
臼
霊
顕
。
灘
国

　
ω
弓
慈
O
o
零
月
臭
。
計
囲
巷
①
爵
国
b
壌
魔
・
ω
．
8
轟
こ
し
ロ
ら
雲
竃
S
［
ミ
。
鼻
ρ
霜
ω
1
ま
O
■

④
四
月
末
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
が
ロ
シ
ア
攻
撃
を
開
始
す
る
が
、
五
月
一
五
日
政
治

　
局
は
「
計
画
さ
れ
て
い
る
連
合
国
の
第
二
の
干
渉
」
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
特

　
に
「
革
命
軍
事
会
議
と
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
同
志
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
進
撃
と
関
連

　
し
、
英
国
の
関
与
の
も
と
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
側
か
ら
生
ず
る
脅
威
に
注
目
す
る
こ

　
と
。
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
同
志
は
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
全
体
を
軍
隊
風
に
し
、
い
つ

　
何
時
で
も
攻
撃
し
て
く
る
敵
に
対
し
て
、
す
べ
て
を
動
員
で
き
る
よ
う
完
全
な
軍

　
事
的
準
備
を
再
興
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
決
定
し
た
。
℃
旨
①
o
o
。
5
》
綴
馨
↓
莫
。
り
5
“

　
冥
否
ω
．
8
～
O
暴
§
N
黛
。
－
も
蓬
自
S
突
§
竜
喬
ミ
黛
3
ρ
＄
よ
ω
．

⑤
魏
嗣
剛
崇
罫
顎
鋤
ω
．
8
～
ρ
P
軽
い
い
’
タ
ル
ト
ゥ
条
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

　
h
o
蓬
詫
ミ
ま
h
馳
走
§
ミ
践
謡
§
ミ
ミ
』
、
ミ
O
O
O
潤
8
罫
伊
竃
o
o
ス
切
二
。
曽
6
U
担

　
泪
。
国
■
這
8
一
ω
g
Q
．

⑥
ζ
冤
8
⑪
。
・
受
身
ω
．
8
‘
こ
ρ
ひ
一
－
刈
ひ
．

⑦
8
2
。
竃
蓉
も
■
ミ
ム
刈
上

三
　
カ
レ
リ
ア
蜂
起
と
一
九
二
〇
年
代
の
コ
レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ア
政
策

　
タ
ル
ト
ゥ
条
約
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
和
解
し
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
は
、
内
戦
に
も
終
止
符
を
打
ち
、
一
九
二
一
年
か
ら
は
新
経
済
政
策

の
も
と
で
国
内
建
設
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。
カ
レ
リ
ア
に
お
い
て
推
進
さ
れ
た
コ
レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ア
（
因
。
℃
o
霞
ω
紫
白
現
地
化
）
政
策
を
中

心
に
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
当
局
の
民
族
政
策
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。
最
初
に
カ
レ
リ
ア
と
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
（
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
県
、
後

の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
の
領
域
の
大
部
分
と
重
な
る
）
両
地
域
に
お
け
る
フ
ィ
ン
系
住
民
の
人
口
構
成
の
変
化
を
表
す
デ
ー
タ
を
紹
介
し
て
お
く
。

単
位
は
異
な
る
が
、
四
表
1
】
が
カ
レ
リ
ア
、
門
表
2
】
が
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
及
び
同
市
の
人
口
構
成
の
変
化
を
示
す
。
全
国
的
な
人
口
調
査
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　　　　　　　　　　　　　　　　o
表1　カレリアにおける入口構成の変化（単位人，O内は％を示す。）

民　族　名 1926年 1933年 1939年

ロシア 153，967　（57．2） 224，445　（60．2） 296，529　（63．2）

ブイン 2，544　（0．9） 12，088　（3．2） 8β22　（L8）

カレリア 100，78ユ　（37。4） 109，046　（29．3） 108，57ユ　（23．2）

ヴェプス 8，587　（3．2） 8，307　（2．2） 9，388　（2．0）

その他すべて 3，457　（ユ．3） 18，748　（5．ユ） 46，088　（9．8）

ウクライナ 708　（0．3） 9，552　（2．6） 21，U2　（4．5）

ベラルーシ 555　（0．2） 1β98　（0．5） 4，263　（0．9）

ポーランド 413　（0．2） 656　（0．2） 3，345　（0．7）・
つ
　
　
ち

ドイツ U7　（0．04） 623　（0．2） 3，280　（0．7）

タタール 工98　（0．07） 2，015　（0．5） 3，088　（0．7）

モルドヴァ 82　（0．03） L18！　（0．3） 2，269　（0。5）

ユダヤ 623　（Q．2） 1，Q11　（0．3） 1，917　（G．4）

全人口 269β36　（ユ00。0） 372，634　（ユ00．0） 468β98　（100．0）

は
一
九
二
六
年
と
一
九
三
九
年
に
実
施
さ
れ
た
が
、
カ
レ
リ
ア
に
つ
い
て
は

一
九
三
三
年
の
デ
ー
タ
も
存
在
す
る
。
と
も
に
こ
の
時
期
を
通
じ
て
ロ
シ
ア

人
が
多
数
を
占
め
る
傾
向
が
強
ま
り
、
フ
ィ
ン
、
カ
レ
リ
ア
、
ヴ
エ
プ
ス
、

エ
ス
ト
ニ
ア
と
い
っ
た
フ
ィ
ン
系
民
族
の
比
率
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
か
つ
て
の
ソ
連
史
学
で
「
カ
レ
リ
ア
冒
険
主
義
」
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は

「
カ
レ
リ
ア
人
の
民
衆
蜂
起
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
が
、
タ
ル
ト
ゥ
条
約
調
印

か
ら
約
一
年
後
の
一
九
～
二
年
末
か
ら
二
二
年
初
め
に
か
け
て
勃
発
し
、
両

国
関
係
は
悪
化
し
た
。

　
事
件
は
主
と
し
て
タ
ル
ト
ゥ
条
約
調
印
後
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
逃
れ
て
い

た
カ
レ
リ
ア
人
十
二
、
五
〇
〇
人
と
、
第
一
次
大
戦
中
に
ド
イ
ツ
で
軍
事
教

育
を
受
け
て
い
た
イ
ェ
ー
ガ
ー
（
ヤ
ー
カ
リ
）
隊
員
二
八
名
を
含
む
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
義
勇
兵
五
〇
〇
人
が
国
境
を
越
え
て
カ
レ
リ
ア
に
進
入
し
て
カ
レ

リ
ア
の
ほ
ぼ
半
分
の
地
域
を
占
領
し
、
タ
ル
ト
ゥ
条
約
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ

シ
ア
が
履
行
し
な
い
こ
と
を
国
際
連
盟
に
訴
え
た
こ
と
に
始
ま
る
。
内
戦
と

そ
の
間
の
戦
時
共
産
主
義
政
策
の
影
響
で
地
域
経
済
が
壊
滅
的
状
況
に
陥
り
、

特
に
食
料
が
手
に
入
ら
な
い
こ
と
が
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た
。
ヴ
ェ
チ
ェ
カ

（
b
d
漏
困
ー
ー
反
革
命
・
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
取
締
り
全
ロ
シ
ア
非
常
委
員
会
）
の
外
国
部

（
出
自
○
）
は
カ
レ
リ
ア
を
分
離
し
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
併
合
す
る
と
い
う
、
汎
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢
表2　レニングラード市、レニングラード州における人口構成の変化（単位千人，（）内は％を示す。）

1926年 1939年
民族名

州 市 州 衛

ロシア 936，7（79．7） 1，386．9（86．2） 2，935．3（90．6） 21776．0（87．0）

ブイン 119．1（10．1） 6．8（0．4） 106．7（3．3） 7．9　（0．2）

エストニア 50。5　（4，3） 15．8（LO） 44．5（1．4） 152　（0．5）

ヴェプス 12。9　（1．1）
一

15．6（0．5）

ドイツ 8．3　（0。7） ユ6．9　（1．1） 12．8（0．4） エ0．1（0．3）

ラトヴィア 6．5　（0．6） 12．9　（0．8） 11．6（0．の

ユダヤ 3．7　（0．3） 84．8　（5．2） 17．7　（0．5） 20L5　（6，3）

ウクライナ 2．3　（0．2） ユ0．8　（0．7） 36．5（1．1） 54．7　（1．7）

ベラルーシ 2．3（0．2） ユ4．6（0．9） 132　（0．4） 32．4　（1．0）

タタール 1．9　（0．2） 7．3　（0．5） 1L9（0．4） 31．5（LO）

その他 31．1（2．6） 53．4　（3．3） 35。0　（工．ユ） 62．1（L9）

全入口 1，175．3（100．0） 1，609，8（100。0） 3240．7（100．0） 3，19L3（100．0）

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
主
義
が
よ
り
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
み
な
し
て
い
た
が
、

紛
争
終
結
後
に
な
さ
れ
た
ゲ
ペ
ウ
（
団
調
く
1
1
国
家
政
治
保
安
部
、
ヴ
ェ
チ
ェ
カ

の
後
身
）
に
よ
る
「
客
観
的
な
報
告
」
（
キ
ー
リ
ン
の
意
見
）
に
は
、
　
一
九
二

一
年
春
に
木
材
伐
採
を
拒
否
し
た
住
民
を
カ
レ
リ
ア
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
当
局

が
武
力
で
弾
圧
し
た
こ
と
が
遠
因
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
影
響
は
小
さ
い
と
記

さ
れ
て
い
た
。
カ
レ
リ
ア
当
局
も
蜂
起
鎮
圧
後
の
一
九
二
二
年
春
、
民
族
的

な
要
求
を
考
慮
せ
ず
普
通
の
ロ
シ
ア
の
県
と
同
様
の
施
政
を
行
っ
た
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

白
衛
派
の
影
響
力
浸
透
を
許
し
た
と
、
同
様
に
事
態
を
総
括
し
た
。
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
の
軍
当
局
と
同
じ
く
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
軍
と
の
衝
突
を
懸
念
し
た
チ
チ

ェ
ー
リ
ン
外
務
人
民
委
員
は
、
革
命
軍
事
会
議
議
長
ト
ロ
ツ
キ
ー
に
、
度
々

事
態
の
早
期
収
拾
を
訴
え
た
。
チ
チ
ェ
ー
リ
ン
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
な
ど
周
辺
諸
国
と
の
防
衛
同
盟
締
結
に

走
ら
せ
る
こ
と
を
特
に
心
配
し
て
い
た
。
革
命
ロ
シ
ア
は
特
に
新
聞
用
紙
の

供
給
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
完
全
に
依
存
し
て
お
り
（
一
九
二
〇
年
代
後
半
、
特

に
ド
イ
ツ
か
ら
の
紙
の
調
達
が
始
ま
り
ブ
イ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
依
存
が
軽
減
さ
れ
る
ま

で
状
況
に
変
化
は
な
か
っ
た
）
、
穀
物
輸
送
（
主
と
し
て
合
衆
国
か
ら
の
援
助
）
に

も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
港
を
利
用
し
て
い
た
た
め
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
断

交
は
検
討
さ
れ
た
も
の
の
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
は
公
式
に
は
事
態
に
非
介
入
の
立
場
を
と
り
、
同
圏
内
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に
も
ロ
シ
ア
攻
撃
へ
の
賛
意
は
少
な
か
っ
た
。

　
一
九
二
二
年
一
月
三
日
、
ロ
シ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
政
治
局
は
軍
事
行
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
加
え
、
①
カ
レ
ー
3
ア
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
カ
レ
リ
ア
労
働
者
へ
の
襲
撃
に
対
す
る
抗
議
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
情
報
戦
争
を
開
始
す
る
こ
と
、
②
ロ
シ
ア
の
代
表
も
参

加
す
る
委
員
会
に
国
境
侵
犯
グ
ル
ー
プ
の
武
装
解
除
、
武
器
の
引
渡
し
を
求
め
る
こ
と
、
③
ロ
シ
ア
の
諸
紙
は
、
カ
レ
リ
ア
の
冒
険
主
義
ヘ
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
新
た
な
事
実
を
掲
載
し
、
反
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
こ
と
、

④
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
、
以
上
を
決
定
し
た
。
こ
の
蜂
起
の
遠
因
は
経
済
問
題
に
あ
る
と
ロ
シ
ア
の
治
安
機
関
が
分
析
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
政
治
局
決
定
は
、
こ
の
問
題
を
利
用
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
対
す
る
圧
力
、
国
内
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
制
を

狙
っ
た
も
の
と
み
な
せ
よ
う
。
三
万
人
の
赤
軍
部
隊
が
派
遣
さ
れ
、
蜂
起
部
隊
は
一
九
二
二
年
二
月
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
領
内
へ
と
退
却
し
た
。

カ
レ
リ
ア
北
部
で
は
一
万
か
ら
一
万
二
、
○
○
○
人
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
領
内
へ
移
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
当
局
は
最
大
一
〇
％
強
が
蜂
起
の
参
加
者

で
、
残
り
は
蜂
起
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
赤
軍
の
圧
力
で
逃
亡
し
た
か
、
或
い
は
無
理
や
り
連
行
さ
れ
た
人
々
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
た
。
越

境
者
の
半
数
が
、
そ
の
後
ロ
シ
ア
領
に
帰
還
し
た
と
い
わ
れ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
内
で
は
避
難
民
に
対
す
る
特
別
の
収
容
所
が
設
置
さ
れ
、

学
校
の
設
置
な
ど
各
種
援
助
が
施
さ
れ
た
。
こ
の
避
難
民
の
中
に
は
一
九
二
一
年
三
月
置
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
要
塞
に
お
け
る
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ

ィ
キ
蜂
起
へ
の
参
加
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
政
治
局
は
先
の
決
定
と
並
ん
で
「
強
力
な
内
部
情
報
者
網
」
の
確
保
に
つ
い
て
決
議
し
、
一
九
二
二
年
八
月
ま
で
に
ゲ
ペ
ウ
は
カ
レ
リ
ア
の

国
境
地
帯
（
キ
ー
リ
ン
は
国
境
か
ら
四
〇
㎞
地
帯
と
推
定
）
に
二
六
人
の
諜
報
部
員
と
一
一
一
人
の
通
報
者
、
蜂
起
者
が
活
動
し
た
後
方
地
区
に
七

八
人
の
通
報
者
、
ペ
ト
ロ
ザ
ヴ
ォ
ー
ツ
ク
や
他
の
地
区
に
も
諜
報
員
四
人
、
通
報
者
二
〇
～
人
を
確
保
し
た
。
こ
れ
は
地
域
住
民
の
気
分
を
詳

し
く
知
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
帰
国
者
の
う
ち
蜂
起
に
活
発
に
参
加
し
た
と
み
な
さ
れ
た
者
へ
の
監
視
も
続
け
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
一
九
二
五
年
一
月
に
は
住
民
の
蜂
起
に
対
す
る
懸
念
が
最
高
潮
に
達
し
、
部
隊
の
配
備
等
真
剣
な
対
応
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
結
局
は
杞
憂
に
お
わ
っ
た
。
「
カ
レ
リ
ア
の
蜂
起
は
、
ロ
シ
ア
・
ソ
連
の
指
導
部
が
そ
の
後
何
年
に
も
わ
た
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
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な
い
教
訓
と
な
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
中
央
権
力
、
或
い
は
現
地
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
当
局
は
蜂
起
の
鎮
圧
後
、
信
用
で
き
な
い
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政

権
に
忠
誠
を
誓
わ
な
い
、
ソ
連
の
西
部
国
境
で
戦
争
が
勃
発
す
る
際
に
は
潜
在
的
な
『
第
五
列
』
と
な
り
う
る
民
族
と
し
て
カ
レ
リ
ア
人
に
対

し
て
接
し
た
」
と
キ
ー
リ
ン
は
述
べ
る
が
、
「
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
ま
で
カ
レ
リ
ア
の
ゲ
ペ
ウ
・
エ
ヌ
カ
ヴ
ェ
デ
（
国
菌
し
d
員
1
1
内
務
人
民

委
員
部
）
と
党
の
地
区
委
員
会
は
、
カ
レ
リ
ア
諸
地
区
、
こ
と
に
カ
レ
リ
ア
人
の
居
住
す
る
地
区
の
軍
事
・
経
済
状
況
を
報
告
す
る
際
に
、
こ

の
蜂
起
へ
の
参
加
人
数
を
示
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
地
区
ご
と
の
具
体
的
な
信
頼
性
を
評
価
す
る
物
差
し
と
な
っ
て
い
た
」
と
す
れ
ば
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
④

も
う
な
ず
け
よ
う
。
こ
の
前
史
が
後
述
す
る
～
九
三
〇
年
代
の
国
境
地
帯
に
お
け
る
フ
ィ
ン
系
住
民
へ
の
弾
圧
、
粛
清
と
深
く
関
係
し
て
く
る

こ
と
に
な
る
。

　
蜂
起
の
鎮
圧
後
、
ソ
・
フ
ィ
ン
関
係
は
新
段
階
へ
入
っ
た
が
、
タ
ル
ト
ゥ
条
約
締
結
の
際
に
約
束
し
た
住
民
へ
の
自
治
、
住
畏
投
票
の
実
施

を
ロ
シ
ア
政
府
が
怠
っ
て
い
る
と
み
な
す
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
が
抗
議
を
続
け
た
の
に
対
し
、
条
約
自
体
に
は
そ
れ
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

声
明
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
す
る
ロ
シ
ア
政
府
に
反
論
さ
れ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
国
際
連
盟
の
常
設
裁
判
所
に
持
ち
込
め
な
か
っ
た
。
た
だ
し

連
盟
総
会
は
～
九
；
二
年
九
月
二
四
日
、
東
カ
レ
リ
ア
問
題
の
重
要
性
に
鑑
み
、
ソ
連
の
連
盟
加
盟
後
に
問
題
に
立
ち
返
る
こ
と
を
フ
ィ
ン
ラ

　
　
　
　
　
　
⑤

ン
ド
に
通
知
し
た
。

　
～
方
ロ
シ
ア
国
内
で
、
カ
レ
リ
ア
に
お
け
る
民
族
問
題
再
発
の
防
止
策
と
し
て
採
ら
れ
た
の
が
フ
ィ
ン
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ィ
ン
語
に
国

語
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
与
え
、
学
校
で
の
フ
ィ
ン
語
授
業
へ
の
移
行
、
フ
ィ
ン
語
に
よ
る
カ
レ
リ
ア
住
民
へ
の
文
化
活
動
の
実
施
な
ど
を

意
味
す
る
が
、
蜂
起
鎮
圧
直
後
の
一
九
二
二
年
三
月
六
日
、
党
中
央
委
員
会
組
織
局
が
こ
の
政
策
の
開
始
を
決
定
し
た
。
～
九
二
〇
年
代
は
ロ

シ
ア
人
以
外
の
民
族
が
居
住
す
る
地
域
で
同
様
の
コ
レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ア
政
策
（
～
九
；
二
年
四
月
の
第
｝
二
回
党
大
会
で
定
式
化
）
が
採
用
さ
れ
て

お
り
カ
レ
リ
ア
に
限
っ
た
問
題
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
地
元
の
党
委
員
会
で
は
、
カ
レ
リ
ア
住
民
に
対
し
て
ロ
シ
ア
か
ら
分
離
す
る
大
き
な

可
能
性
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
の
反
対
派
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。
「
な
ら
ず
者
に
よ
る
蜂
起
の
成
果
で
あ
る
と
と
ら
れ
か
ね
な
い
」
譲
歩

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
レ
リ
ア
の
将
来
溝
想
に
関
し
て
は
民
族
間
の
意
見
対
立
も
垣
間
見
え
る
。
三
グ
ル
ー
プ
の
考
え
の
相
違
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を
分
析
し
て
い
る
あ
る
治
安
機
関
要
員
の
報
告
に
よ
る
と
、
ギ
ュ
ー
リ
ン
グ
ら
「
赤
い
フ
ィ
ン
人
」
は
、
中
央
政
府
を
有
し
ロ
シ
ア
・
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
両
国
の
緩
衝
国
事
た
る
カ
レ
リ
ア
共
和
国
の
樹
立
を
想
定
し
、
カ
レ
リ
ア
民
衆
の
頭
越
し
に
将
来
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
た
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
へ
統
合
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
に
対
し
、
最
も
数
の
少
な
い
カ
レ
リ
ア
人
の
党
幹
部
は
ロ
シ
ア
に
外
交
そ
の
他
の
か
な
り
の
権
限

を
残
し
た
上
で
カ
レ
リ
ア
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
維
持
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
最
大
数
を
誇
る
ロ
シ
ア
人
の
党
活
動
家
は
西
部
の
カ
レ
リ
ア
人
居

住
地
域
を
ブ
イ
ン
ラ
ン
ド
に
割
譲
し
た
上
で
、
残
り
の
地
域
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
連
邦
の
一
部
と
し
て
編
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

　
　
　
　
⑥

た
、
と
い
う
。

　
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
活
動
家
の
説
得
で
対
立
は
鎮
め
ら
れ
、
ブ
イ
ン
化
は
実
行
に
移
さ
れ
た
。
さ
ら
に
カ
レ
リ
ア
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
｝

九
二
三
年
七
月
二
五
日
、
カ
レ
リ
ア
自
治
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
へ
と
格
上
げ
さ
れ
た
こ
と
で
、
「
赤
い
ブ
イ
ン
人
」
の
立
場
は
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
フ
ィ
ン
化
は
カ
レ
リ
ア
化
と
も
異
な
る
。
カ
レ
リ
ア
で
は
文
字
の
読
め
る
住
昆
（
九
一
％
）
の
う
ち
七
一
％

が
ロ
シ
ア
語
を
読
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
レ
リ
ア
全
土
で
フ
ィ
ン
語
を
通
用
語
に
し
ょ
う
と
し
た
。
ロ
シ
ア
語
住
民
に
も
フ
ィ
ン
語
教
育

を
行
っ
た
。
既
述
の
通
り
カ
レ
リ
ア
語
に
は
文
字
が
な
か
っ
た
が
、
そ
の
カ
レ
リ
ア
文
字
を
作
る
の
で
は
な
く
、
隣
国
の
フ
ィ
ン
語
の
文
章
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
採
用
し
よ
う
と
し
た
点
で
カ
レ
リ
ア
の
言
語
政
策
は
他
の
地
域
と
異
な
っ
て
い
た
。

　
戦
略
的
な
観
点
か
ら
カ
レ
リ
ア
開
発
に
関
し
て
複
数
の
軍
人
や
政
治
指
導
者
か
ら
提
案
さ
れ
た
の
は
、
ム
ル
マ
ン
ス
ク
鉄
道
か
ら
圏
境
方
面

へ
鉄
道
、
或
い
は
戦
略
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
二
一
－
二
二
年
の
紛
争
時
に
部
隊
の
移
動
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
に

含
ま
れ
る
が
、
結
局
は
大
々
的
な
資
金
投
入
は
回
避
さ
れ
た
。
苦
し
い
経
済
事
情
以
外
に
、
一
九
二
三
年
一
〇
月
の
ド
イ
ツ
革
命
失
敗
後
、
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
当
局
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
敵
対
国
家
か
ら
は
ず
し
、
以
後
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
を
主
要
な
敵
国
と
み
な
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

白
ロ
シ
ア
軍
管
区
の
強
化
に
乗
り
出
し
た
た
め
で
あ
る
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
の
権
力
基
盤
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
一
九
二
六
年
に
カ

レ
リ
ア
問
題
は
そ
れ
ま
で
の
ソ
・
フ
ィ
ン
関
係
の
懸
案
で
は
な
く
な
り
、
国
境
も
正
常
化
し
国
境
協
定
も
延
長
さ
れ
た
。

　
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
に
よ
る
カ
レ
リ
ア
開
発
問
題
が
検
討
さ
れ
る
。
最
大
の
柱
は
ム
ル
マ
ン
ス
ク
鉄
道
の
活
用
で
、
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カ
レ
リ
ア
の
豊
富
な
資
源
で
あ
る
木
材
の
輸
出
、
製
紙
工
場
の
建
設
な
ど
が
構
想
さ
れ
た
。
人
口
の
希
薄
な
カ
レ
リ
ア
へ
大
々
的
な
移
住
策
も

検
討
さ
れ
た
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
対
立
に
深
刻
さ
が
薄
れ
た
た
め
、
中
央
は
連
邦
資
金
の
投
入
を
回
避
し
た
。
事
業
を
担
当
す
る
人
民
委

員
部
の
意
向
に
任
せ
た
が
、
同
様
に
資
金
の
か
か
る
カ
レ
リ
ア
へ
の
労
働
力
輸
送
を
嫌
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
残
っ
た
の
が
囚
人
労
働
力
の
利

用
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
六
月
六
日
ソ
米
政
府
は
オ
ゲ
ペ
ウ
（
○
門
口
く
鐸
合
同
国
家
保
安
部
、
ゲ
ペ
ウ
の
後
継
組
織
）
に
対
し
、
社
会
的
危
険
分
子

を
隔
離
す
る
た
め
に
収
容
所
を
建
設
し
て
労
働
に
従
事
さ
せ
る
よ
う
命
じ
た
。
か
く
し
て
木
材
伐
採
へ
の
囚
人
労
働
の
利
用
が
開
始
さ
れ
、
ベ

ロ
モ
ル
カ
ナ
ル
（
自
海
・
バ
ル
ト
海
運
河
）
建
設
へ
も
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
収
容
所
人
数
が
最
大
と
な
っ
た
一
九
三
八
年
四
月
～
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

時
点
で
、
一
三
九
の
収
容
地
点
に
八
三
、
八
～
○
人
の
囚
人
と
三
、
七
三
七
人
の
自
由
雇
用
労
働
者
が
働
い
て
お
り
、
カ
レ
リ
ア
の
中
で
独
立
し

た
別
個
の
経
済
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
で
「
赤
い
フ
ィ
ン
人
」
を
中
心
と
す
る
カ
レ
リ
ア
指
導
部
は
、
ロ
シ
ア
人
の
流
入
を
避
け
る
べ
く
フ
ィ
ン
系
住
民
で
労
働
者
を
補
お
う

と
し
て
い
た
。
カ
レ
リ
ア
の
主
要
産
業
で
あ
る
製
材
業
の
中
心
カ
レ
ル
レ
ス
や
そ
の
他
の
企
業
に
は
一
九
二
九
年
の
ア
メ
リ
カ
大
恐
慌
を
契
機

に
職
を
求
め
る
北
米
の
フ
ィ
ン
人
労
働
者
や
困
窮
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
越
境
者
、
モ
ス
ク
ワ
近
郊
の
フ
ィ
ン
系
罠
族
ト
ヴ
ェ
リ
・
カ
レ

リ
ア
人
等
か
ら
少
な
く
と
も
七
五
％
は
採
用
す
る
よ
う
促
し
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
移
住
者
の
七
五
％
を
ロ
シ
ア
人
が
占
め
る
と
い
う
ま

っ
た
く
逆
の
現
象
が
生
じ
て
い
た
。
四
表
1
扇
に
あ
る
通
り
、
一
九
三
三
年
ま
で
に
ロ
シ
ア
人
の
割
合
は
三
％
増
え
て
六
〇
％
と
な
り
、
フ
ィ

ン
人
は
五
倍
の
丁
二
万
人
に
増
加
し
た
が
主
と
し
て
北
米
フ
ィ
ン
人
に
よ
る
も
の
で
、
約
五
、
○
○
○
温
い
た
と
さ
れ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら

の
越
境
者
は
カ
レ
リ
ア
当
局
が
市
民
権
を
与
え
よ
う
と
欲
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
オ
ゲ
ペ
ウ
は
非
合
法
者
と
し
て
木
材
切
り
出
し
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ラ
ー
ゲ
リ
へ
収
容
し
た
。

　
一
九
二
七
年
は
ソ
連
国
内
で
列
強
が
ソ
連
へ
の
攻
撃
を
企
図
し
て
い
る
と
大
々
的
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
指
示

も
出
さ
れ
、
労
働
国
防
会
議
は
一
九
二
七
年
八
月
二
〇
日
、
連
邦
的
意
義
を
有
す
る
大
工
場
（
冶
金
工
場
、
電
気
技
術
、
科
学
、
皮
革
、
繊
維
な
ど

戦
時
の
避
難
が
困
難
な
も
の
）
の
建
設
を
禁
じ
る
国
境
地
域
を
確
定
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
～
九
二
八
年
二
月
に
策
定
さ
れ
た
当
初
プ
ラ
ン
に
レ
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ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
白
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な
ど
と
と
も
に
含
ま
れ
て
い
た
カ
レ
リ
ア
は
、
岡
年
四
月
の
最
終
案
で
削
除
さ
れ
た
。
こ
れ
は
こ

の
時
期
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
ソ
連
の
国
防
に
対
し
て
持
つ
危
険
性
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
二
年
後
の
一
九
三
〇
年

九
月
二
日
に
将
来
の
戦
争
に
備
え
て
策
定
さ
れ
た
同
様
の
国
境
地
帯
の
発
展
計
画
に
は
、
カ
レ
リ
ア
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
一
九

二
九
年
一
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
ラ
プ
ア
運
動
の
よ
う
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
が
右
傾
化
し
、
ソ
連
の
敵
と
し
て
再
度
出
現
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
密
接
に
絡
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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①
カ
レ
リ
ア
労
働
コ
ミ
ュ
…
ン
が
、
オ
ロ
ネ
ツ
県
、
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
県
の
　

　
部
を
切
り
離
し
、
　
一
一
五
、
二
〇
〇
㎡
の
面
積
と
　
四
一
二
、
○
○
○
人
の
人
口
で
一

　
九
二
〇
年
夏
に
形
成
さ
れ
た
と
き
、
カ
レ
リ
ア
人
が
過
半
数
（
八
五
、
五
〇
〇
人
、

　
五
九
・
八
％
）
を
占
め
て
い
た
（
ロ
シ
ア
人
は
五
四
、
七
〇
〇
入
で
三
八
・
三
％
、

　
フ
ィ
ン
人
は
九
～
九
人
で
○
・
六
％
）
。
さ
ら
に
一
九
ニ
ニ
年
、
一
九
二
三
年
と
続

　
け
て
ロ
シ
ア
人
が
多
数
居
住
す
る
周
辺
地
域
を
加
え
て
一
九
；
二
年
夏
に
カ
レ
リ

　
ア
自
治
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
〆
》
O
O
勺
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九

　
二
四
年
に
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
県
よ
り
ブ
イ
ン
系
の
ヴ
ェ
プ
ス
人
（
九
、
○
○
○

　
人
）
が
居
住
す
る
地
域
が
加
え
ら
れ
た
。
か
く
し
て
へ
九
二
四
年
末
ま
で
に

　
内
＞
O
σ
℃
の
油
壷
は
一
四
六
、
三
〇
〇
㎡
と
な
り
、
以
後
～
四
年
問
こ
の
領
域
に

　
変
更
は
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
人
口
は
二
三
・
三
万
入
で
、
内
訳
は
ロ
シ
ア
人
が

　
五
四
％
、
カ
レ
リ
ア
人
が
四
〇
⊥
ハ
％
、
ヴ
ェ
プ
ス
人
が
三
・
八
％
、
フ
ィ
ン
入
が

　
○
・
五
％
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
人
の
比
率
が
カ
レ
リ
ア
人
を
上
回
り
過
半
数
を
握
っ

　
た
。
ロ
シ
ア
入
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
場
所
も
中
に
は
存
在
し
た
。
次
第
に
ロ

　
シ
ア
入
を
中
心
と
す
る
ス
ラ
ブ
系
人
口
が
優
勢
と
な
っ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は

　
詳
し
く
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
次
の
タ
カ
ラ
に
よ
る
論
文
を
参
照
の
こ
と
（
醤
腰
器

　
同
輿
嘗
P
踏
雲
霞
。
敷
き
誤
同
o
o
溌
℃
葦
葺
O
門
島
垂
準
ゆ
員
¢
。
魏
巷
窪
国
【
ご
6
d

　
鴇
β
ρ
ω
．
o
o
謂
ご
b
む
q
雲
竃
＆
§
o
鼻
ρ
ま
学
8
ひ
．
）
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
中
に
は
、

　
エ
ヌ
カ
ヴ
ェ
デ
が
管
轄
す
る
ラ
…
ゲ
リ
や
農
業
集
団
化
で
追
放
さ
れ
た
農
昆
を
収

　
容
す
る
特
殊
村
の
住
人
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
一
九
三
九
年
一
月
一
日
現

　
在
、
ラ
ー
ゲ
リ
に
八
三
、
八
一
〇
人
、
特
殊
村
に
二
八
、
○
八
三
人
が
存
在
し
た

　
（
冨
ζ
美
。
も
」
象
．
）
。

②
O
。
霞
。
淘
自
葦
湊
曽
旨
門
醤
養
〆
ω
遷
蚤
。
。
容
駆
華
押
0
8
じ
・
窃
。
室
密
葦

　
℃
0
8
霞
”
ゆ
漿
β
・
ω
，
0
2
・
》
駒
o
Q
き
偽
＆
§
o
捧
ρ
鳶
占
い
．
州
の
入
口
に
市
の
人
口

　
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

③
零
導
鼻
ρ
綾
1
い
G
。
．

④
月
望
葵
ρ
ρ
綾
羅
ω
■

⑤
月
睾
美
ρ
ρ
δ
る
ひ
■

⑥
↓
畳
渓
P
ρ
謡
1
。
。
P
カ
レ
リ
ア
住
民
に
は
い
わ
ゆ
る
知
識
入
の
割
合
は
少
な

　
く
、
党
組
織
は
一
九
二
三
年
の
段
階
で
ロ
シ
ア
人
六
四
・
五
％
、
フ
ィ
ン
入
一

　
九
％
、
カ
レ
リ
ア
人
一
六
％
、
そ
の
他
が
○
・
五
％
を
占
め
て
い
た
（
一
九
二
三

　
年
の
第
四
回
党
協
議
会
に
お
け
る
ヤ
ル
ヴ
ィ
サ
ロ
の
発
言
、
ぎ
、
ざ
窪

　
卍
ミ
（
§
記
§
窪
。
謙
、
N
§
ミ
、
ミ
ミ
ミ
長
、
§
、
《
§
さ
憩
ミ
Q
恥
8
Φ
§
（
§
器
幾
映

　
、
§
o
◎
ミ
じ
。
恥
ミ
§
N
Φ
§
ま
、
卜
§
、
瓢
軌
。
ミ
這
ミ
ミ
ミ
蓬
§
o
蓬
き
ま
§
、
Q
§
穂
曾
餌
ミ

　
瓢
0
9
ミ
。
ミ
熟
こ
q
N
．
ミ
。
裂
Φ
⑲
O
馬
卜
」
§
o
殺
頴
h
給
諭
こ
ζ
o
o
訳
ゆ
P
6
0
ρ
ρ
P
旨
■
ス

　
タ
ル
コ
フ
の
論
文
か
ら
こ
の
発
言
を
知
っ
た
。
《
葦
ω
．
o
o
‘
こ
b
ご
。
雲
竃
巴
蓬
Q
鈍

　
ρ
O
目
．
）
が
、
門
表
1
】
を
み
て
も
、
主
と
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
亡
命
し
て
き

　
た
「
赤
い
フ
ィ
ン
人
」
が
多
数
を
占
め
る
フ
ィ
ン
人
が
、
一
九
二
六
年
の
時
点
で
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も
人
口
比
率
で
○
・
九
％
（
一
九
二
四
年
に
は
○
・
五
％
）
し
か
存
在
し
な
い
こ
と

　
を
考
え
る
と
、
い
か
に
フ
ィ
ン
人
が
カ
レ
リ
ア
で
高
い
地
位
を
占
め
て
い
た
か
が

　
わ
か
る
。

⑦
囚
雪
転
受
歪
ω
b
o
鵡
こ
ρ
。
。
乍
。
。
刈
．
フ
ィ
ン
語
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
学
校
の

　
数
は
～
九
二
五
年
の
六
三
校
（
三
〇
・
七
％
）
か
ら
～
九
二
九
年
の
一
八
○
校

　
（
七
二
％
）
へ
増
加
し
た
。
一
九
三
一
年
に
は
二
七
八
の
初
頭
、
準
中
等
学
校
が

　
フ
ィ
ン
語
化
し
た
（
日
薗
7
幽
葵
O
Ψ
O
’
　
一
轟
い
’
）
。
そ
の
他
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
轟
7
貞

　
葵
P
ρ
ご
O
占
＆
■

⑧
b
σ
§
h
題
Q
O
§
O
タ
美
9
ω
。
。
O
讃
；
ρ
δ
溌
び
い
．
教
育
へ
の
フ
ィ
ン
語
の
導
入

　
は
、
フ
ィ
ン
語
か
ら
遠
い
南
部
カ
レ
リ
ア
住
民
の
不
満
を
呼
ん
で
い
た
（
冨
ζ

　
美
P
ρ
置
。
。
藁
δ
．
）
。

⑨
内
目
蓋
受
臣
ω
■
8
4
■
も
」
ω
り
■

⑩
懸
造
『
毬
遷
℃
ρ
冤
臣
ω
．
8
タ
し
ロ
§
＾
題
Q
O
、
ミ
。
き
ρ
ホ
O
》
P
避
特
に
製
材
業
の

　
た
め
北
米
の
フ
ィ
ン
系
の
熟
練
労
働
者
を
募
集
し
た
。
一
九
三
一
…
三
四
年
に
は

　
二
年
契
約
で
六
、
○
○
○
人
が
カ
レ
リ
ア
を
訪
れ
た
（
8
島
♪
民
舘
F
目
9
。
竃
策
①
》
ρ

　
一
＄
．
）
。
タ
カ
ラ
は
一
九
三
〇
一
三
四
年
に
一
・
二
万
人
以
上
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か

　
ら
ソ
連
へ
非
合
法
に
入
国
し
た
と
す
る
。
三
〇
年
代
半
ば
、
カ
レ
リ
ア
の
フ
ィ
ン

　
入
は
マ
五
万
人
で
、
三
分
の
二
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
住
者
で
あ
っ
た

　
（
遍
帥
7
｛
泌
く
①
》
O
．
　
一
刈
O
．
）
。

⑪
囚
自
量
屯
盃
ω
．
8
轟
こ
。
添
O
や
＝
U
．
カ
レ
リ
ア
の
経
済
発
展
策
に
つ
い
て
は
、

　
冨
≧
美
。
も
」
P
。
。
i
ご
い
■

四
，
コ
レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ア
政
策
の
終
焉
と
カ
レ
リ
ア
、
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
チ
ロ
ル

（
こ
　
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
集
団
化
、
国
境
地
帯
か
ら
の
追
放
策

　
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
で
も
カ
レ
リ
ア
同
様
、
コ
レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ア
政
策
は
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
政
策
に
つ
い
て
は
詳
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

く
は
触
れ
ず
、
こ
の
政
策
が
一
九
三
〇
年
代
に
転
換
さ
れ
て
い
く
過
程
を
農
業
集
団
化
と
国
境
問
題
を
背
景
に
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
～
九
二
〇
年
代
の
末
か
ら
ソ
連
全
土
で
推
進
さ
れ
た
強
制
的
農
業
集
団
化
政
策
と
そ
れ
に
伴
っ
て
実
施
さ
れ
た
「
階
級
と
し
て
の
ク
ラ
ー
ク

（
富
農
）
の
絶
滅
」
政
策
は
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
に
も
及
ん
だ
が
、
国
境
に
隣
接
し
た
少
数
民
族
地
区
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
お
の
ず
か
ら

影
響
を
与
え
た
。
一
九
二
九
年
一
〇
月
四
日
、
ロ
シ
ア
政
府
の
人
民
委
員
会
議
は
「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
、
西
部
州
の
国
境
地
帯
居
住
住
民
の

社
会
的
に
危
険
な
分
子
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
」
布
告
を
出
し
た
。
そ
し
て
集
団
化
の
最
申
の
一
九
三
〇
年
三
月
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

州
党
委
員
会
は
「
国
境
地
帯
を
強
化
す
る
た
め
の
方
策
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
「
国
境
地
帯
か
ら
ク
ラ
ー
ク
を
完
全
に
除
去
す
る
」
こ
と
を
決
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定
、
「
最
も
活
発
な
ク
ラ
ー
ク
分
子
」
の
追
放
は
五
月
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と
と
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
国
境
を
接
す
る
北
部
イ
ン
ゲ
ル
マ

ン
ラ
ン
ド
に
特
に
注
目
す
る
と
同
時
に
、
国
境
地
区
に
お
け
る
統
治
機
関
の
幹
部
一
新
も
計
画
し
た
。
追
放
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
岸
で
も
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
た
。
一
九
三
二
年
一
〇
月
ま
で
に
西
北
部
の
国
境
地
帯
か
ら
は
約
二
万
人
が
追
放
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
一
九
三
一
年
四
月
二
六
日
の
イ
ズ
ヴ

ェ
ス
チ
ア
紙
が
、
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
人
ク
ラ
ー
ク
の
追
放
策
に
つ
い
て
「
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
攻
撃
的
な
反
ソ
分
子
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

少
な
か
ら
ぬ
期
待
を
込
め
て
い
る
ク
ラ
ー
ク
の
指
導
者
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
た
通
り
、
当
局
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
フ
ィ

ン
浮
流
罠
の
連
携
阻
止
を
こ
の
地
域
に
お
け
る
ク
ラ
ー
ク
排
除
に
込
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
の
初

め
に
か
け
て
、
諜
報
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
に
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
住
人
を
利
用
す
る
こ
と
は
秘
密
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
ル
パ
ー
ソ
フ
ら

に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
中
央
刑
事
警
察
の
フ
ォ
ン
ド
に
は
、
密
か
に
国
境
を
越
え
た
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
人
が
も
た
ら
し
た
情
報
が
、

軍
事
諜
報
機
関
に
と
っ
て
疑
い
な
く
関
心
を
惹
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
少
な
か
ら
ぬ
史
料
が
存
在
す
る
と
い
う
。
イ
ン
ゲ
ル
マ

ン
ラ
ン
ド
人
が
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
権
と
協
力
し
、
彼
ら
に
部
隊
の
配
置
や
国
境
に
建
設
さ
れ
た
軍
用
倉
庫
に
つ
い
て
の
軍
事
情
報
を
提
供
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
ゲ
ペ
ウ
が
行
っ
た
集
団
逮
捕
の
理
由
だ
と
刑
事
警
察
自
身
が
み
な
し
て
い
た
と
い
う
。

　
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
に
初
め
て
フ
ィ
ン
人
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
形
成
さ
れ
た
の
は
一
九
二
九
年
春
で
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
亡
命
フ
ィ
ン
人
共
産
主

義
者
に
よ
る
も
の
が
そ
れ
に
続
い
た
が
、
他
の
民
族
同
様
彼
ら
も
集
団
化
に
は
不
熱
心
だ
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
に
対
す
る
弾
圧
策
は
反
革
命
の
度

合
い
か
ら
銃
殺
、
遠
隔
地
と
域
内
の
別
の
場
所
へ
の
追
放
と
に
区
分
さ
れ
た
が
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
の
場
合
一
九
三
〇
－
三
一
年
に
八
、
六

〇
四
家
族
が
追
放
さ
れ
た
（
コ
ラ
半
島
へ
五
、
三
四
四
、
ウ
ラ
ル
へ
茎
二
七
、
西
シ
ベ
リ
ア
へ
一
、
二
六
九
、
東
シ
ベ
リ
ア
へ
九
二
九
、
ヤ
ク
ー
チ
ア
へ
七
二

五
）
。
民
族
別
の
デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
よ
う
だ
が
、
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
委
員
会
は
八
教
区
の
五
九
、
五
〇
〇
人
の
フ
ィ
ン
人
の
う
ち
一
九

三
一
年
五
月
ま
で
に
八
、
○
○
○
人
が
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
と
推
定
し
、
一
九
二
九
一
三
一
年
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
で
約
四
、
三
二
〇

の
フ
ィ
ン
人
家
族
、
約
一
八
、
○
○
○
人
が
追
放
さ
れ
た
と
の
別
の
デ
ー
タ
も
あ
る
（
そ
の
半
数
は
一
九
三
一
年
二
月
の
大
規
模
な
作
戦
に
よ
る
も

の
）
。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
か
ら
は
シ
ベ
リ
ア
へ
の
追
放
が
多
か
っ
た
が
、
～
九
三
一
年
五
月
に
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
追
放
が
予
定
さ
れ
て
い
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た
四
、
○
○
○
家
族
が
、
北
部
の
コ
ラ
半
島
へ
行
く
先
を
変
え
ら
れ
た
。
主
と
し
て
ヒ
ビ
ノ
ゴ
ル
ス
ク
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
の
労
働
に
従
事
し

た
。
同
時
に
フ
ィ
ン
人
の
信
仰
す
る
ル
タ
ー
派
教
会
へ
の
弾
圧
は
、
ロ
シ
ア
正
教
（
フ
ィ
ン
語
系
住
民
の
う
ち
イ
ジ
ョ
ラ
人
や
ヴ
ォ
チ
人
ら
が
信

仰
）
同
様
強
化
さ
れ
、
反
宗
教
活
動
も
活
発
化
し
た
。
一
九
三
一
－
三
七
年
に
か
け
て
ほ
ぼ
す
べ
て
の
ル
タ
ー
派
教
会
は
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
隣
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
で
の
出
来
事
は
、
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ン
人
へ
の
抑
圧
と
受
け
取
ら
れ
た
。
強

制
的
集
団
化
に
よ
る
弾
圧
を
逃
れ
て
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
や
カ
レ
リ
ア
か
ら
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
エ
ス
ト
ニ
ア
へ
三
－
四
、
○
○
○
人
が
避

難
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
存
在
す
る
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ン
人
と
カ
レ
リ
ア
人
の
数
が
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
三
四
年
に
か
け
て

そ
れ
ぞ
れ
、
三
、
○
○
○
人
か
ら
四
、
五
四
六
人
、
五
、
○
○
○
人
か
ら
六
、
七
九
一
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
人
避
難
尻

の
半
分
以
上
は
隣
の
ヴ
ィ
ボ
ル
グ
・
レ
ー
ン
［
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
側
の
行
政
単
位
］
に
居
住
し
て
い
た
。
避
難
民
は
集
団
化
の
惨
状
を
訴
え
、
イ
ン

ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
支
援
の
諸
団
体
は
活
発
な
反
ソ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、
そ
れ
に
対
し
て
ソ
翼
翼
が
抗
議
し
た
。
そ
の
後
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ラ
ン
ド
か
ら
の
強
制
移
住
は
緩
和
さ
れ
、
一
九
三
ニ
ー
三
四
年
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
の
は
一
、
○
○
○
人
に
過
ぎ
な
い
。
集
団
化
の
結
果
、
一

九
三
六
年
一
月
時
点
で
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
に
は
フ
ィ
ン
人
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
五
八
○
存
在
し
た
が
、
他
の
少
数
民
族
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
数
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ヴ
ェ
プ
ス
人
＝
二
七
、
エ
ス
ト
ニ
ア
人
；
毛
、
イ
ジ
ョ
ラ
人
五
二
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
人
三
三
、
ド
イ
ツ
人
二
四
、
カ
レ
リ
ア
人
二
二
で
あ
っ
た
。

　
ラ
プ
ア
運
動
に
見
ら
れ
る
ブ
イ
ン
ラ
ン
ド
社
会
の
右
傾
化
と
、
反
ロ
シ
ア
主
義
者
と
し
て
有
名
な
ス
ヴ
ィ
ン
フ
ー
ヴ
ド
が
一
九
三
一
年
の
大

統
領
選
挙
で
当
選
し
、
さ
ら
に
一
九
三
二
年
一
月
に
は
国
防
評
議
会
議
長
に
マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
が
復
活
し
ソ
・
フ
ィ
ン
関
係
は
緊
張
し
た
が
、

一
九
三
二
年
に
不
可
侵
条
約
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
で
一
時
小
康
状
態
を
保
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
四
年
後
半
か
ら
両
国
関
係
は
悪
化

し
始
め
る
。
一
九
三
四
年
一
二
月
と
一
九
三
五
年
九
月
に
マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
が
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
ナ
チ
ス
幹
部
と
会
談
し
た
こ
と
も
そ
れ
に
拍

車
を
か
け
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
エ
ス
ト
ニ
ア
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
軍
事
的
協
力
関
係
も
発
展
し
て
い
た
。
ソ
連
の
バ
ル
ト
艦
隊
を
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
湾
に
封
鎖
す
べ
く
、
ポ
ル
カ
ラ
、
タ
リ
ン
問
に
機
雷
敷
設
ラ
イ
ン
を
設
定
し
、
両
地
点
の
砲
台
を
海
底
敷
設
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
し
て
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

重
し
た
砲
撃
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
参
謀
本
部
が
協
力
し
、
共
同
演
習
も
実
行
し
た
。
一
九
三
四
年
一
二
月
、
外
務
人
民
委
員
代
理
ス
ト
モ
ニ
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ヤ
コ
フ
は
、
西
側
隣
接
国
の
中
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
最
も
ソ
連
に
敵
対
的
で
あ
る
と
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
「
フ
ァ
シ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
が
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
強
め
…
…
極
東
に
お
け
る
戦
争
に
か
け
る
か
、
依
然
と
し
て
ソ
連
国
内
の
反
革
命
に
か
け
る
か
し
て
い
る
」
と
発
言
し
て
い
た
。
こ
の
緊
張

し
た
国
際
関
係
も
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
九
三
五
年
に
は
国
境
地
帯
か
ら
の
大
規
模
な
移
住
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
周
知
の
通
り
一
九
三
四
年
一
二
月
に
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
党
委
員
会
の
ト
ッ
プ
で
政
治
局
員
で
も
あ
っ
た
キ
ー
ロ
フ
が
暗
殺
さ
れ
、
こ
れ

を
利
用
し
た
粛
清
が
開
始
さ
れ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
は
帝
政
時
代
の
貴
族
、
企
業
家
、
役
人
、
将
校
、
聖
職
者
、
警
察
官
な
ど
数
千
人
制

「
旧
体
制
人
◎
匿
し
d
日
長
¢
」
と
し
て
追
放
さ
れ
て
い
た
が
、
キ
ー
ロ
フ
の
後
任
ジ
ダ
ー
ノ
ブ
は
一
九
三
五
年
三
月
ス
タ
ー
リ
ン
に
、
逮
捕
を
逃
れ

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
、
カ
レ
リ
ア
の
国
境
地
帯
に
隠
れ
た
旧
体
制
人
が
少
な
く
な
い
と
報
告
し
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
と
カ
レ
リ
ア
の
国
境
地

区
の
特
別
強
化
策
を
と
る
よ
う
進
言
し
た
。
所
属
民
族
を
理
由
に
強
制
的
に
移
住
さ
せ
る
こ
と
は
ソ
連
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
一
九
一

九
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
内
務
省
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
亡
命
者
が
ヴ
ィ
ボ
ル
グ
や
他
の
国
境
隣
接
地
域
に
居
住
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
彼
ら
を
内
地
へ

移
住
さ
せ
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
し
、
エ
ス
ト
ニ
ア
政
府
も
一
九
二
〇
1
三
〇
年
代
に
は
住
民
構
成
を
変
え
る
べ
く
ロ
シ
ア
人
畜
罠
を
移
住
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

せ
て
い
る
が
、
ソ
連
ほ
ど
徹
底
し
て
実
行
し
た
国
は
他
に
な
い
。
～
九
三
五
年
三
月
二
五
日
、
内
務
人
民
委
員
部
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
部
は
内

務
人
民
委
員
ヤ
ゴ
ダ
よ
り
「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
と
カ
レ
リ
ア
の
国
境
地
帯
か
ら
ク
ラ
ー
ク
と
反
ソ
分
子
を
弾
圧
策
と
し
て
強
制
退
去
さ
せ

る
」
方
策
に
つ
い
て
極
秘
命
令
を
受
け
た
。
そ
れ
に
し
た
が
い
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
当
局
は
圏
境
か
ら
出
歯
キ
ロ
の
地
帯
で
ク
ラ
ー
ク
と
反
ソ
分

子
を
排
除
す
る
一
連
の
決
定
を
採
択
し
た
。
四
月
に
作
成
し
た
プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
国
境
地
帯
か
ら
一
一
、
七
九
五
人
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
五
月
に
は
国
境
警
備
隊
が
発
行
す
る
許
可
証
の
携
帯
を
こ
の
国
境
地
域
で
義
務
付
け
る
制
度
を
整
え
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
と
国
境

地
域
で
は
パ
ス
ポ
ー
ト
体
制
［
一
九
｝
一
一
二
年
よ
り
全
土
に
順
次
導
入
さ
れ
た
国
内
旅
券
、
所
持
し
な
い
と
移
動
で
き
な
い
。
農
民
に
は
発
行
さ
れ
ず
］
の
厳

格
な
施
行
に
よ
り
、
市
民
権
を
剥
奪
さ
れ
た
人
や
犯
罪
者
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
を
遠
ざ
け
る
方
策
も
と
っ
た
。
こ
れ
ら
の
一

連
の
布
告
に
は
民
族
的
な
性
格
は
付
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ひ
と
た
び
実
行
に
移
さ
れ
る
と
民
族
的
性
格
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
第

一
段
階
の
作
戦
は
四
月
二
五
日
ま
で
に
終
了
し
、
当
初
の
計
画
を
丁
五
倍
上
回
る
五
、
一
〇
〇
家
族
、
計
二
二
、
五
＝
人
が
国
境
地
帯
か
ら
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強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
う
ち
「
旧
体
制
人
」
は
わ
ず
か
一
〇
一
家
族
で
、
残
り
は
農
民
で
あ
っ
た
。
一
年
後
の
一
九
三
六
年
四
月
に
ジ
ダ
ー

ノ
ブ
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
党
委
員
会
で
ス
タ
ー
リ
ン
の
発
言
を
伝
え
て
い
る
。
「
彼
は
本
年
予
定
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ン
で
は
二
〇
、
○
○
○
人
の

移
住
を
確
保
で
き
な
い
と
し
て
不
満
を
述
べ
た
。
こ
の
課
題
を
政
治
的
・
軍
事
的
問
題
と
し
て
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
」
「
ス
タ
ー

リ
ン
同
志
の
狙
い
は
、
避
難
と
軍
事
行
動
を
展
開
す
る
と
き
に
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
、
カ
レ
リ
ア
地
峡
を
戦
争
が
始
ま
る
ま
で
に
片
付
け
る

（
O
畷
隆
O
弓
麟
↓
ぴ
）
こ
と
に
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
同
志
は
二
年
間
に
カ
レ
リ
ア
地
峡
か
ら
の
移
住
が
完
了
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
み
な
し
、
こ
の
問

題
の
早
急
な
組
織
化
を
要
求
し
て
い
る
。
移
住
自
体
は
慎
重
に
、
か
つ
丁
寧
に
実
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
人
々
に
は
我
々
は
あ
な
た
方
を
追

い
出
す
の
で
は
な
く
、
あ
な
た
方
は
要
注
意
人
物
で
は
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
強
制
移
住
は
一
九
三
六
年
秋
ま
で
続
き
、
住
民
は
州

の
東
部
へ
送
ら
れ
た
。
一
九
三
五
－
三
六
年
の
二
年
間
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
人
の
総
数
は
二
万
六
千
か
ら
二
万
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

千
入
で
、
う
ち
七
、
○
○
○
人
は
～
九
三
五
年
の
四
月
に
、
残
り
の
約
二
万
人
は
そ
れ
以
後
に
実
行
さ
れ
た
と
す
る
研
究
者
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。

　
同
時
期
に
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
フ
ィ
ン
系
住
民
も
同
様
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
エ
ス
ト
ニ
ア
と
接
す
る
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
西
部
か
ら
は
エ

ス
ト
ニ
ア
人
が
中
央
ア
ジ
ア
へ
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
総
数
二
万
人
の
エ
ス
ト
ニ
ア
人
が
弾
圧
を
受
け
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
沿
岸
に
住
み
、

漁
業
を
営
ん
で
い
た
イ
ジ
ョ
ラ
人
も
出
漁
に
煩
雑
な
許
可
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
漁
業
を
離
れ
て
都
市
で
の
労
働
に
従
事
せ
ざ
る
を
得
ず
、

急
速
に
民
族
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
失
っ
て
い
っ
た
。
一
九
三
七
年
二
月
に
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
外
相
ホ
ル
ス
テ
ィ
は

フ
ィ
ン
系
住
民
へ
の
弾
圧
の
中
止
を
求
め
た
が
、
リ
ト
ヴ
ィ
ノ
ブ
外
務
人
民
委
員
は
社
会
主
義
体
制
強
化
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら

資
本
主
義
的
要
素
を
排
除
す
る
こ
と
は
不
可
欠
だ
と
答
え
、
ヴ
ォ
ロ
シ
ー
ロ
フ
軍
事
人
民
委
員
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
近
い
将
来
フ
ァ
シ
ス
ト
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

イ
ツ
の
基
地
に
十
分
な
り
う
る
の
で
、
国
境
地
帯
の
強
化
は
軍
事
的
な
必
要
性
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
と
付
け
加
え
た
。

　
一
九
二
〇
年
代
に
一
貫
し
て
行
わ
れ
て
い
た
コ
レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ア
政
策
も
転
換
点
を
迎
え
る
。
㏄
九
三
〇
年
六
月
の
第
一
六
回
党
大
会
で
は

ま
だ
コ
レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ア
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
次
の
一
九
三
四
年
～
月
の
…
七
圓
党
大
会
で
は
地
方
の
民
族
主
義
も
ロ

シ
ア
の
大
国
主
義
的
排
外
主
義
に
劣
ら
ず
危
険
で
あ
る
と
発
言
す
る
に
い
た
る
。
例
え
ば
一
九
三
〇
年
代
初
頭
、
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
イ
ジ
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ヨ
ラ
人
や
カ
レ
リ
ア
人
、
ヴ
ェ
プ
ス
人
、
サ
ー
ミ
人
［
カ
レ
リ
ア
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
北
部
の
い
わ
ゆ
る
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
に
居
住
］
の
た
め
に
文
字
が
作

ら
れ
、
教
科
書
も
作
成
さ
れ
た
よ
う
に
、
公
式
に
は
コ
レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ア
は
続
い
て
い
た
。
一
九
三
五
年
時
点
で
、
例
え
ば
フ
ィ
ン
人
の
た
め

の
小
学
校
は
二
六
七
、
準
中
等
学
校
［
七
年
］
は
四
五
、
中
等
学
校
［
＝
年
］
は
一
校
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
と
同
州
に
存
在
し
て
い
た
（
エ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ト
ニ
ア
人
の
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
九
〇
、
～
三
、
一
、
ヴ
ェ
プ
ス
人
の
学
校
は
五
三
、
七
、
○
等
）
。
そ
れ
が
一
九
三
七
年
一
二
月
の
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州

党
委
員
会
の
決
定
で
民
族
学
校
が
廃
止
さ
れ
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
タ
イ
プ
の
学
校
、
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア
語
で
授
業
を
行
う
学
校
へ
の
転
換
が
は
か

ら
れ
て
い
っ
た
。
同
時
に
フ
ィ
ン
語
劇
場
、
フ
ィ
ン
人
教
養
の
家
、
フ
ィ
ン
語
雑
誌
な
ど
が
次
々
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
イ
ジ
ョ
ラ
語
、
ヴ
ェ
プ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

語
の
教
育
も
禁
止
さ
れ
教
科
書
も
没
収
さ
れ
た
。
ル
タ
ー
派
教
会
の
牧
師
の
数
は
ロ
シ
ア
・
ソ
連
国
内
で
減
り
続
け
（
　
九
一
七
年
一
八
三
人
、

～
九
二
一
年
八
九
人
、
一
九
三
五
年
初
め
二
四
人
、
～
九
三
六
年
夏
一
〇
人
）
、
～
九
三
八
年
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
最
後
に
残
っ
た
ル
タ
ー
派
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
閉
鎖
さ
れ
る
と
同
時
に
牧
師
も
姿
を
消
し
た
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
帰
国
す
る
か
逮
捕
さ
れ
た
）
。

　
一
九
三
七
年
七
月
三
〇
日
の
秘
密
指
令
○
〇
四
四
七
は
、
人
民
の
敵
と
し
て
旧
ク
ラ
ー
ク
、
犯
罪
者
、
そ
の
他
の
反
ソ
分
子
の
粛
清
に
関
し

て
出
さ
れ
、
大
チ
ロ
ル
を
発
動
し
た
も
の
と
し
て
有
名
だ
が
、
最
も
危
険
と
み
な
さ
れ
た
人
民
の
敵
は
即
時
銃
殺
、
第
二
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
八

一
一
〇
年
の
刑
務
所
或
い
は
収
容
所
送
り
を
定
め
て
い
た
。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
は
一
九
三
七
年
末
ま
で
に
二
八
、
五
八
八
人
が
逮
捕
さ
れ
、

一
三
、
三
八
四
人
が
銃
殺
さ
れ
残
り
は
刑
務
所
、
収
容
所
送
り
と
な
っ
た
。
粛
清
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
市
内
住
民
は
約
六
、
五
〇
〇
人
、
市
を

除
く
州
内
で
一
八
、
○
○
○
人
と
農
村
部
の
比
重
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
小
規
模
化
し
た
も
の
の
～
九
三
八
年
に
も
粛
清
は
続
い
た
。
～
九

三
九
年
一
月
一
日
現
在
、
内
務
人
民
委
員
部
の
収
容
所
に
は
二
、
二
八
八
人
の
フ
ィ
ン
人
が
存
在
し
、
う
ち
一
四
一
人
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
籍

　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
有
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
七
一
三
八
年
に
は
こ
の
西
北
地
域
で
逮
捕
者
以
外
に
二
八
、
五
〇
〇
人
が
域
外
へ
追
放
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
カ
レ
リ
ア
地
峡
で
の
「
清
掃
」
の
結
果
、
一
九
三
九
年
六
月
、
赤
軍
の
参
謀
総
長
シ
ャ
ー
ポ
シ
ニ
コ
フ
は
ヴ
ォ
ロ
シ
二
品
フ
に
「
移
住
の
結

果
、
カ
レ
リ
ア
強
化
地
区
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
帯
に
は
民
間
人
が
住
ん
で
い
な
い
」
と
い
う
ま
で
に
な
っ
た
。

　
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
フ
ィ
ン
人
の
粛
清
の
規
模
と
犠
牲
者
数
に
つ
い
て
は
明
確
な
答
え
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
三
九
年
の
国
勢
調
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査
に
よ
れ
ば
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
に
七
、
九
二
三
人
、
そ
の
他
の
都
市
に
六
、
三
八
八
人
、
農
村
部
に
～
○
○
、
三
～
＝
｝
人
、
計
＝
四
、
六
三
三

人
の
フ
ィ
ン
人
が
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
に
居
住
し
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
フ
ィ
ン
人
…
四
万
一
一
五
万
人
と
い
う
数
字
が
正
し
い
と

す
れ
ば
、
三
万
か
ら
三
五
、
○
○
○
人
の
減
少
と
な
り
、
人
口
の
自
然
増
を
考
慮
す
る
と
強
湖
移
住
や
そ
の
他
の
形
態
の
弾
圧
を
被
っ
た
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

数
は
三
・
五
万
か
ら
四
万
に
な
る
と
ム
サ
ー
エ
フ
は
推
定
し
て
い
る
。

（
二
）
　
カ
レ
リ
ア
の
場
合

幽間期のソ連西北部国境における民族問題とスターリンの政策（寺山）

　
カ
レ
リ
ア
で
も
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
同
様
、
フ
ィ
ン
系
住
民
が
弾
圧
さ
れ
た
。
一
九
三
二
年
か
ら
三
三
年
に
か
け
て
カ
レ
リ
ア
と
イ
ン
ゲ
ル

マ
ン
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ン
人
の
居
住
す
る
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
で
オ
ゲ
ペ
ウ
が
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
参
謀
本
部
の
陰
謀
」
事
件
を
捏
造
し
、
大
規
模

な
作
戦
を
実
行
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
ブ
イ
ン
系
住
民
に
狙
い
を
定
め
て
捏
造
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
一
九
三
二

年
夏
よ
り
逮
捕
が
始
ま
り
、
翌
～
九
三
三
年
五
月
ま
で
に
計
八
六
六
人
が
逮
捕
さ
れ
、
う
ち
七
二
七
人
が
即
決
裁
判
を
受
け
た
。
主
と
し
て
弾

圧
さ
れ
た
の
は
一
九
二
一
！
二
二
年
の
カ
レ
リ
ア
に
お
け
る
蜂
起
に
参
加
し
た
カ
レ
リ
ア
人
で
、
逮
捕
さ
れ
た
七
二
七
人
の
う
ち
の
五
六
一
人

（
七
七
・
二
％
）
を
占
め
、
民
族
主
義
的
偏
向
を
非
難
さ
れ
た
。
う
ち
五
〇
八
名
が
「
カ
レ
リ
ア
冒
険
主
義
」
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三

年
五
月
、
こ
の
事
件
に
関
し
て
七
六
名
が
銃
殺
さ
れ
、
二
；
茗
は
強
制
収
容
所
へ
～
○
年
収
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
五
年
が
一
Ω
一
越
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

三
年
が
九
三
名
）
。
～
六
八
名
は
居
住
地
よ
り
強
制
退
去
さ
せ
ら
れ
、
四
七
名
は
カ
レ
リ
ア
共
和
国
で
の
居
住
権
を
奪
わ
れ
た
。
別
の
デ
ー
タ
に

よ
れ
ば
、
二
三
の
「
反
革
命
細
胞
」
（
カ
レ
リ
ア
で
一
五
、
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
で
八
）
が
壊
滅
さ
れ
、
カ
レ
リ
ア
で
一
、
〇
四
八
人
、
イ
ン
ゲ
ル

マ
ン
ラ
ン
ド
で
一
三
〇
人
、
計
一
、
三
五
八
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
一
、
三
五
入
人
の
う
ち
五
七
七
人
が
ス
パ
イ
活
動
家
と
み
な
さ
れ
た
。
活
動
家

に
課
せ
ら
れ
た
の
は
、
一
。
カ
レ
リ
ア
、
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
で
反
革
命
分
子
を
自
ら
の
影
響
力
の
も
と
に
置
く
こ
と
、
二
．
「
大
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
民
族
排
外
主
義
的
な
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
体
系
的
に
行
う
こ
と
、
三
．
反
革
命
的
な
雰
囲
気

を
最
大
限
か
も
し
出
す
べ
く
条
件
を
整
え
る
こ
と
、
四
．
す
べ
て
の
州
の
農
業
、
林
業
で
組
織
的
な
破
壊
活
動
を
実
行
す
る
こ
と
、
五
．
ソ
連
と
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の
戦
争
は
近
く
、
ソ
連
が
間
違
い
な
く
敗
北
し
、
カ
レ
リ
ア
と
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
地
区
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
併
合
さ
れ
る
と
の
噂
を
根
気

強
く
流
す
こ
と
、
六
．
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
有
利
に
な
る
よ
う
な
ス
パ
イ
活
動
を
広
汎
に
実
行
す
る
こ
と
、
七
，
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
党
や
一
般
の
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

動
家
に
対
す
る
末
端
で
の
チ
ロ
ル
を
組
織
す
る
こ
と
、
八
．
反
革
命
の
リ
ー
ダ
ー
を
募
り
、
教
育
す
る
こ
と
…
な
ど
で
あ
っ
た
。
軍
事
的
な
観

点
か
ら
国
境
付
近
に
展
開
す
る
部
隊
に
少
数
民
族
出
身
者
が
勤
務
す
る
こ
と
も
望
ま
し
く
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
日
付
は
定
か
で
は

な
い
が
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
軍
管
区
の
参
謀
部
は
「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
人
、
フ
ィ
ン
人
、
エ
ス
ト
ニ
ア
人
は
国
境
か
ら
離
れ
た
大
駐
屯
地
に
配
置
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
」
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
た
。
～
九
三
五
年
に
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
で
実
施
さ
れ
た
国
境
㎝
＝
～
キ
ロ
ゾ
ー
ン
か
ら
の
追
放
措
置
も
、
レ
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
か
ら
カ
レ
リ
ア
を
訪
れ
た
特
別
委
員
会
が
実
施
に
移
し
、
西
シ
ベ
リ
ア
へ
二
九
六
家
族
一
、
五
四
六
人
（
計
画
で
は
三
〇
八
家
族
、
一
、

六
一
八
人
）
が
追
放
さ
れ
た
。
さ
ら
に
追
放
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
の
は
革
命
後
一
貫
し
て
カ
レ
リ
ア
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
ギ
ュ
ー
リ
ン

グ
ら
「
赤
い
ブ
イ
ン
人
」
で
あ
っ
た
。
労
働
者
と
し
て
北
米
や
ト
ヴ
ェ
リ
の
フ
ィ
ン
人
の
採
用
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
、
カ
レ
リ
ア
人
の
幹
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
、
経
済
政
策
の
失
敗
な
ど
が
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
解
任
さ
れ
た
。

　
一
九
三
七
一
三
八
年
の
弾
圧
は
カ
レ
リ
ア
も
同
様
で
民
族
的
な
選
別
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
三
八
年
末
に
か
け

て
、
司
法
当
局
に
よ
ら
ず
逮
捕
さ
れ
裁
か
れ
た
＝
、
三
四
一
人
の
う
ち
、
フ
ィ
ン
人
は
四
、
六
八
八
人
を
占
め
、
共
和
国
内
で
人
口
の
三
％
を

占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
フ
ィ
ン
人
が
、
割
合
で
は
全
体
の
四
〇
％
（
カ
レ
リ
ア
入
二
七
％
、
ロ
シ
ア
人
二
五
％
）
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

九
三
〇
年
代
後
半
に
粛
清
さ
れ
た
フ
ィ
ン
人
は
合
計
で
三
、
○
○
○
人
か
ら
三
、
五
〇
〇
人
に
上
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
同
様
、
一
九
三
七
年
か
ら
三
八
年
忌
か
け
て
カ
レ
リ
ア
で
も
フ
ィ
ン
化
は
停
止
さ
れ
た
。
初
頭
学
校
で
は
カ
レ
リ
ア
語

教
育
に
切
り
替
わ
り
、
高
学
年
で
は
ロ
シ
ア
語
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
一
九
三
八
年
一
月
か
ら
カ
レ
リ
ア
で
は
教
育
、
出
版
、
文
化
活
動
で
フ

ィ
ン
語
の
使
用
が
停
止
さ
れ
た
。
一
方
で
カ
レ
リ
ア
化
の
主
唱
者
で
あ
っ
た
学
者
ブ
ブ
リ
フ
が
一
九
三
八
年
｝
月
に
逮
捕
さ
れ
、
カ
レ
リ
ア
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

も
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
①
ζ
鴇
器
じ
。
受
器
ω
．
8
直
．
も
添
刈
N
占
ミ
カ
レ
リ
ア
に
お
け
る
集
団
化
に
つ
い
て
　
　
は
詳
し
く
述
べ
な
い
。
前
掲
拙
稿
を
参
照
の
こ
と
。
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連
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史
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レ
プ
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論
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。
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ρ
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P
一
九
五
六
－
六
二
年
に
こ

　
の
「
事
件
」
に
関
し
て
北
部
軍
管
区
の
軍
法
会
議
が
再
検
討
し
、
ま
っ
た
く
の
虚

　
構
で
あ
る
と
断
定
し
た
。
こ
の
事
件
と
ほ
ぼ
同
時
に
上
様
の
事
件
が
捏
造
さ
れ
て

　
い
る
。
一
九
三
二
年
五
月
ウ
ド
ム
ル
ト
自
治
州
イ
ジ
ェ
フ
ス
ク
で
オ
ゲ
ペ
ウ
が
、

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
後
見
に
マ
リ
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
、
カ
レ
リ
ア
、
コ
ミ
を
ソ
連
か
ら

　
離
脱
さ
せ
、
フ
ィ
ン
・
ウ
ゴ
ル
連
邦
を
設
立
さ
せ
よ
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す
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反
革
命
的
、
民

　
族
排
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主
義
的
」
な
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フ
ィ
ン
民
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肇
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欝
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自
。
陣
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な
る
も
の
に
属
す
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と
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
を
摘
発

　
し
た
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問
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．
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内
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ω
■
8
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ρ
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い
ω
ム
い
避

　
ソ
連
は
多
数
の
国
と
国
境
線
を
接
し
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
地
理
的
条
件
や
交
通
、
国
境
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
住
民
の
構
成
、
宗
教
、
隣

接
国
と
の
外
交
的
つ
な
が
り
の
濃
淡
、
隣
接
国
に
お
け
る
共
産
党
の
存
在
や
そ
の
活
動
の
強
弱
な
ど
様
々
に
状
況
が
異
な
っ
て
こ
よ
う
。
本
論

が
対
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
境
と
い
う
テ
ー
マ
で
概
観
し
た
と
お
り
、
潮
間
期
に
つ
い
て
は
一
九
二
〇
年
代
の
コ
レ
ニ
ザ
ー
ツ
ィ
ア
の
実
施
、
一
九

三
〇
年
代
の
そ
の
停
止
と
国
境
周
辺
民
族
の
追
放
、
粛
清
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
ど
の
国
境
地
帯
に
お
い
て
も
あ
る
程
度
当
て
は
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
カ
レ
リ
ア
、
イ
ン
ゲ
ル
マ
ン
ラ
ン
ド
の
例
で
見
た
と
お
り
、
ロ
シ
ア
帝
国
崩
壊
か
ら
内
戦
が
終
結
す
る
時
期
に
国
境
隣
接
地

域
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
、
反
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
分
子
が
そ
の
後
も
国
境
を
挟
ん
で
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
問
題
は
、
コ
レ
ニ
ザ
ー

ツ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
た
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
も
ず
っ
と
ソ
連
当
局
の
念
頭
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
一
九
三
〇
年
代
の
極
端
な
国
境

「
清
掃
」
作
業
を
実
行
す
る
上
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
国
防
上
、
外
敵
、
異
分
子
の

侵
入
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
で
國
境
に
重
点
を
お
く
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
資
本
主
義
国
に
よ
る
「
包
囲
」
下
に
あ
り
、
緩
衝
地
帯
な
き
戦

間
期
の
ソ
連
に
お
け
る
国
境
へ
の
関
心
の
持
ち
方
は
異
常
な
ほ
ど
高
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
各
国
境
地
帯
に
よ
っ
て
史
料
の

刊
行
の
度
合
い
や
、
そ
の
質
の
高
低
、
研
究
の
進
度
に
違
い
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
体
棚
の
解
明
を
進
め
る
た
め
に
も
、
国
境
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
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Stalin’s　Ethnic　Policies　in　the　Northwestem　Region　of　the　Soviet　Union

　　　　　　during　the　lnterwar　Peziod：　Finland，　Leningrad，　and　Karelia

by

TERAyAMA　Kyosuke

　　The　Soviet　leadership　of　the　interwar　period　was　tied　to　the　conception　that　the

Soviet　Union　was　surrounded　by　anti－Soviet　capitalist　countries，　with　the　excep－

tion　of　a　few　satedite　regions　such　as　Mongotia，　Chinese　SinlGang，　etc．　By　focus－

ing　on　the　northwesteru　region　of　the　Soviet　Union，　which　was　historicaBy　inha－

bited　by　Finnish　people　（Finn，　Karelian　etc．），　and　bordered　Finland，　wliich　is　one

of　these　“surrounding”　count！ries，　this　thesis　clarifies　Stalinist　ethnic　policies　to－

ward　these　minority　peoples．　Given　the　“surrounded”　situation　during　the　interwar

period，　Stalin　was　extremely　cautious　about　the　borderland　regions　on　the　grounds

that　it　was　very　easy　for　all　sorts　of　Regative　ideological，　material　and　human

elemeRts　to　intrude　into　the　Soviet　Union　with　the　help　of　the　ethnic　groups　that

resided　on　both　sides　of　these　borders．　Therefore，　to　guard　against　the　invasion　of

these　negative　factors，　the　Stalinist　ieadership　instituted　very　severe　policies，　in－

cluding　forced　resettlement　in　distant　places，　toward　the　borderland　minorities；

measures　that　were　much　harsher　than　those　imposed　on　the　residents　of　the　in－

terior．　The　ethnic　minorities　on　tlte　borderland　region　with　Finland　were　not　an

excepbion．

　　Historically　Finland　and　Karelia　were　places　where　Russia　and　Sweden　had　long

struggled　over　their　spheres　of　influence．　ln　the　13th　century，　the　borders　be－

tween　SwedeR，　Finland　and　Russia　were　settled　for　the　first　time，　and　the　1〈are－

lian　people　east　of　the　Fimish－Russian　border　became　Orthodox　believers．　At　the

begiming　of　the　17£h　century　Sweden　succeeded血gain血g　possession　of　the

Karetian　lsthmus，　the　south　coast　of　the　Gulf　of　Finland，　and　the　mouth　of　Neva

River．　lt　named　this　region　lngria　（lngermanland）　and　started　to　sett｝e　the　area

with　Lutheyan　Finns　from　Finland．　Recognizing　the　strategic　importance　of　this　re－

gion，　Peter　the　Great　triumphed　over　Sweden　at　the　beginning　of　the　18th　century

and　started　construction　of　St．　Petersburg．　This　city　became　not　only　the　center

of　lngemianland　prefecture　（which　existed　for　only　two　years，　and　later　becarne

St．　Petersburg　prefecture），　but　also　the　new　capital　of　the　Russian　Empire．　The

Russfication　of　this　region　went　on　and　in　the　second　half　of　the　18th　century　the
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number　of　Russians　surpassed　the　number　of　Firmish　people．　At　the　end　of　19th

century　the　Finnish　people，　together　with　the　Estonians，　occupied　only　1090　of　the

prefecture’s　residents．　But　in　Karelia，　native　Karelians　continued　to　be　the　major－

ity．

　　Due　to　the　publishing　of　the　old　Ka｝erian　national　epic，　the　Kalevala，　collected　in

Russian　Karelia　by　Fir｝nish　folklortsts，　the　Firmish　nationafist　dream　of　integrating

al　Firmish　people　under　Fim盛sh　rule　spread　widely　du血g　the　19th　century．　After

the　Russian　Revolution，　the　Grand　Duchy　of　Finland，　which　had　been　under　the

control　of　the　Russian　empire　since　the　beginning　of　19th　century，　gained　its　inde－

pendence．　The　Fimish　govemment，　spurred　on　by　this　Finnish　nationalism，　tried

to　enlarge　its　territory　at　the　expense　of　Russian　Karelia　and　’the　Karelian

Isthmus，　which　had　faRen　into　confusion　after　the　collapse　of　Russian　Empire．　But

the　Finnish　army，　dispatched　to　Karelia，　was　beaten　by　the　Red　Airmy　and　could

not　win　the　sympathy　of　the　local　residents．　ln　consequence，　the　Tartu　treaty　of

1920　was　concluded　between　the　Soviet　Russia　and　Finland，　and　the　latter　ac－

quired　only　the　Petsamo　region　rm　an　exit　to　the　North　Sea．　This　was　the　first　time

in　Fmish　history　that　Finnish　sovereignty　was　extended　to　the　area　and　it　lasted

for　only　about　20　years．

　　In　the　era　of　the　NEP　in　the　1920s，　the　Soviet　government　promoted　the　leore－

ni2atsia　policy　（respect　for　loca｝　national　cultures　and　national　languages）　in　the　re－

gioRs　of　non－Russian　nationalities，　and　for・the　Finnish　peoples　in　Karelia　and　the

Le血grad　oblast’locaHzation　of　linguistic　po封cy　was戯roduced　to　some　extent．

But　the　memory　of　attack　and　invasion　into　Karelia　by　Finr｝ish　nationalists　had　not

vanished　from　Stalin’s　memory．　ln　the　1930s，　as　the　military　menace　grew，　espe－

cially　after　the　emergence　of　Nazi　Germany，　the　feorenizatsia　poticy　was　abolished

and　Russincation　was　enforced　widely　in　the　Soviet　Union．　ln　Karelia　and　the

Leningrad　ob｝ast’　the　Firmish　peoples　were　harshly　suppressed　solely　on　the　basis

of　their　ethnic　background　during　the　period　of　the　approach　of　the　war，　because

they　were　considered　to　be　potential　coHaborators　with　an　eitemy　of　the　Soviet

Union，　Finland，　where　their　ethnic　relatives，　the　Finr｝s，　lived．
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